
松
代
藩
第
六
代
藩
为
真
田
幸
弘
点
取
俳
諧
『
き
く
畠
』
の
紹
介

と
翻
刻

 

玉
城
司
・
小
幡
伍
・
平
林
香
織 

 
末
稿
は
、「
松
代
藩
第
六
代
藩
为
真
田
幸
弘
点
取
俳
諧
『
き
く

畠
』
の
紹
介
と
翻
刻
（
１
）」（『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
』
第
66

号
）
に
続
く
（
２
）
で
、
真
田
宝
物
館
（
松
代
文
化
施
設
管
理

事
務
所
）
所
蔵
『
き
く
畠
』（
目
録
番
号
４
‐
１
‐
１
‐
１
）
所

載
九
百
韻
の
う
ち
、
第
六
か
ら
第
九
ま
で
の
四
百
韻
を
掲
載
す

る
。
な
お
、（
１
）
の
解
題
と
書
誌
を
再
掲
す
る
。 

 

【
解
題
】 

松
代
藩
十
万
石
第
六
代
藩
为
真
田
幸
弘
は
、
元
文
五
年
〃
一

七
四
〇
〄
生
れ
、
文
化
一
二
年
〃
一
八
一
五
〄
没
。
七
十
六
歳
。

俳
号
菊
貫
・
白
日
庵
他
。
以
下
俳
号
に
よ
り
菊
貫
と
記
す
）
は
、

漢
籍
、
和
歌
、
俳
諧
、
紀
行
、
書
画
に
分
類
さ
れ
る
膨
大
な
文

芸
資
料
を
残
し
て
い
る
。
中
で
も
、『
菊
の
分
根
』
ま
た
は
『
菊

畠
』
と
名
付
け
ら
れ
た
一
七
〇
点
を
超
え
る
点
取
俳
諧
資
料
は
、

九
百
巻
九
万
句
に
及
び
、
明
和
九
年
（
安
永
元
年
＝
一
七
七
二
、

三
十
三
歳
）
の
『
菊
の
分
根
』
一
冊
十
六
巻
（
一
六
〇
〇
韻
）

か
ら
、
文
化
十
一
年
中
の
『
菊
は
た
け
』
四
冊
二
一
巻
（
二
一

〇
〇
韻
）
ま
で
現
存
し
て
お
り
、
平
均
す
れ
ば
、
年
に
二
十
回

以
上
の
点
取
俳
諧
に
一
座
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

点
者
に
は
江
戸
座
の
俳
諧
宗
匠
存
義
・
一
漁
ら
の
ほ
か
、
文

化
年
間
に
は
雪
中
庵
完
来
な
ど
雪
中
庵
系
俳
人
も
加
わ
り
、
点

者
が
百
韻
に
つ
き
百
名
に
の
ぼ
る
巻
も
あ
る
。
な
お
、
菊
貫
は
、

明
和
・
安
永
期
こ
ろ
、
高
太
初
や
大
島
蓼
太
に
も
師
事
し
て
、

蓼
太
が
裏
書
を
し
た
文
台
が
、
真
田
宝
物
館
（
松
代
文
化
施
設

管
理
事
務
所
）
に
伝
来
し
て
い

る
（
１
）

。 

菊
貫
の
治
世
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
、
一
三
歳
）
か
ら
、

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
、
五
九
歳
）
ま
で
の
四
十
六
年
間
に
及

ぶ
。
藩
为
の
座
に
つ
い
て
す
ぐ
に
恩
田
木
工
民
親
を
勝
手
方
家

老
に
登
用
、
恩
田
木
工
は
、
役
人
の
不
正
を
正
し
、
百
姓
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
倹
約
に
努
め
、
藩
政
を
刷
新
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
（
宝
暦
改
革
）。
一
方
、
菊
貫
は
儒
学
者
菊
池
南
陽
を

松
代
に
招
聘
し
、
藩
士
の
教
育
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
ま
た
、

和
歌
を
賀
茂
真
淵
に
学
び
、
真
淵
門
の
大
村
光
枝
を
京
都
か
ら

松
代
に
招
く
な
ど
、
真
田
昌
幸
・
信
幸
・
幸
村
以
来
「
武
の
真

田
」
と
し
て
名
を
馳
せ
た
真
田
家
で
あ
る
が
、
菊
貫
の
事
績
は

「
文
の
真
田
」
と
し
て
も
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。 

菊
貫
の
文
芸
資
料
に
つ
い
て
は
、
早
く
福
井
久
蔵
に
よ
っ
て
、

「
一
巻
に
収
む
る
も
の
の
み
に
て
も
そ
の
数
す
く
な
か
ら
ず
、

そ
の
全
部
に
於
て
は
甚
大
の
数
に
上
る
」
こ
と
、
ま
た
、「
当
時

名
た
ゝ
る
俳
師
」「
諸
侯
」
が
一
座
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
（『
諸
大
名
の
学
問
と
文
芸
』
昭
和
一
二
年
五
月
、
厚
生

閣
）。
末
格
的
な
紹
介
と
し
て
は
、
俳
諧
紀
行
を
翻
刻
し
た
玉
城

司
・
伊
藤
善
隆
の
「
翻
刻

菊
貫
著
『
旅
つ
ゞ
ら
』」（『
研
究
と

評
論
』
56
号

平
成
一
一
年
六
月
）、「
翻
刻

青
葉
陰
」『
研
究

と
評
論
』59
号

平
成
一
二
年
一
一
月
）
が
あ
る
。
玉
城
ら
は
、、

熊
末
藩
や
庄
内
藩
な
ど
の
大
名
文
芸
活
動
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
た
井
上
敏
幸
・
西
田
耕
三
氏
ら
と
共
に
、
平
成

一
七
年
か
ら
科
学
研
究
〃
基
盤
研
究
Ｂ
〄「
近
世
中
・
後
期
松
代

藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び
諸
芸
に
関
す
る

研
究
」（
課
題
研
究
番
号17320040

研
究
代
表
者
井
上
敏
幸
〄

を
实
施
し
、
菊
貫
（
真
田
幸
弘
）
四
〇
歳
か
ら
七
〇
歳
ま
で
の

年
賀
集
を
雑
誌
『
松
代
』
17
号
（
平
成
一
五
年
三
月
）
～
21
号

（
平
成
一
九
年
三
月
）
に
継
続
し
て
掲
載
し

た
（
２
）

。 

年
賀
集
は
、
幸
弘
の
和
歌
・
漢
詩
文
・
俳
諧
を
総
体
的
に
理

解
す
る
糸
口
と
な
る
。
な
お
、
そ
の
成
果
は
『
近
世
中
・
後
期

松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び
諸
芸
に
関

す
る
研
究

論
文
編
・
資
料
編

第
一
部
』（
平
成
二
十
年
三
月
）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
な
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
、
六
代
藩
为
真
田
幸

弘
の
点
取
俳
諧
資
料
を
調
査
・
研
究
の
対
象
と
し
て
、『
御
側
御

納
戸
日
記
』『
家
老
日
記
』
等
の
公
的
な
日
記
か
ら
読
み
と
れ
る

幸
弘
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
、
平
林
香
織
ら
と
科
学
研
究
費
を

得
て
着
手
し
た
（
基
盤
研
究
Ｃ
「
真
田
文
書
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構

築
及
び
松
代
藩
第
六
代
藩
为
真
田
幸
弘
の
点
取
俳
諧
に
関
す
る

研
究
」
課
題
研
究
番
号22520252 

研
究
代
表
者
玉
城
司
）。 

末
稿
は
、
真
田
宝
物
館
所
蔵
幸
弘
関
連
点
取
俳
諧
の
う
ち
の

目
録
番
号
が
も
っ
と
も
若
い
享
和
元
年
（
一
八
〇
〇
）
～
三
年

の
『
き
く
畠
』（
四
冊
・
全
二
七
巻
（
目
録
番
号
４
‐
１
‐
１
）

の
第
一
冊
目
の
後
半
部
に
当
た
る
。 

 

（
注
１
）
文
台
の
裏
書
は
次
の
通
り
。 

松
代
の
君
昇
進
さ
せ
給
ふ
折
か
ら
飛
田
の
国
の
人
よ
り
贈
た
る
一
位
の

と
き
に
め
で
た
け
れ
ば
発
句
得
て
祝
し
奉
け
る
を
頓
て
御
も
の
数
寄
の

文
台
に
造
ら
せ
給
ひ
て
う
ら
書
き
せ
よ
と
あ
ふ
せ
事
の
あ
り
け
れ
ば 

お
も
し
ろ
き
は
つ
日
や
こ
ゝ
を
位
山

蓼
太 

（
注
２
） 

菊
貫
の
俳
諧
一
枚
摺
に
関
す
る
も
の
に
、
雲
英
未
雄
「
俳
諧
一
枚
摺
に

つ
い
て
」「
真
田
菊
貫
の
俳
諧
一
枚
摺
」（『
書
誌
学
大
系
84
俳
書
の
世
界
』

平
成
一
一
年
、
青
裳
堂
）
、
雲
英
未
雄
監
修
『
俳
諧
一
枚
摺
の
世
界
』（
平

成
一
一
年
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
）、
玉
城
司
「
真
田
幸
弘
の
俳
諧
一
枚

松代藩第六代藩主真田幸弘点取俳諧『きく畠』の紹介と翻刻
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(１)



五
廿

三

五 

己
か
さ
ま
〳
〵
化
る
白
扇

      
 

六

御 

一

五

一 

手
を
打
て
白
髪
く
ら
ふ
る
古
傍
輩

      

六

梅
足 

三

五

一 

禿
あ
わ
れ
に
明
の
寝
姿

        

六

馬
隠 

一

一

一 

何
と
な
く
袖
留
た
日
の
物
た
ら
ず

      

五

梨
東 

三

五

一 

光
る
銅
壷
の
上
に
神
棚

      

六

計
凉 

一

一

十
五 

親
舩
は
暮
行
と
し
の
岡
見
し
て   

 

七

御
」
57
ウ 

一

一

一 

思
ひ
切
た
る
晦
日
の
雪 

七

梅
足 

一

一

一 

盃
の
蒔
絵
の
月
も
冴
ぬ
ら
ん 

フ 

一

七

一 

狐
離
れ
て
末
の
重
口

 

六

梨
東 

一

一

三 

絹
よ
り
は
木
綿
着
こ
な
す
今
参
リ 

七

馬
隠 

七

五

一 

女
坂
て
も
春
の
一
行

 

七

計
凉 

五

一

一 

引
連
れ
て
お
も
ひ
あ
ふ
た
る
花
め
く
り

フ 

五

一

一 

雀
巣
作
る
軒
の
樋
竹

 
 

フ
」
58
オ 

三 一

五

五 

治
聾
酒
に
た
ま
〳
〵
老
の
酒
機
嫌 

 

八

梅
足 

十

一

五 

禅
の
修
業
に
越
て
来
る
嵯
峨 

 

八

馬
隠 

一

五

七  

榾
の
火
に
氷
る
夜
す
か
ら
冬
し
ら
す

 
 

七

梨
東 

一

一

十
五 

一
人
娘
の
婿
を
筭
へ
る

    

八

御 

一

五

一 

代
参
も
う
き
〳
〵
と
す
る
願
ほ
と
き   

 

八

計
凉 

三

七

一 

土
産
ひ
ら
け
ハ
落
る
椰
木
の
葉      

九

梅
足 

一

五

三 

夏
ま
け
の
昼
寐
に
通
ふ
濱
屋
敶 

   

九

馬
隠
」
58
ウ 

十
五

一

一 

隺
お
り
て
か
ら
七
日
仮
橋

  

八

梨
東 

一

一

七 

菜
の
花
に
ぬ
つ
と
羅
漢
の
破
風
見
へ
て

十

御 

五

七

五 

桜
に
近
く
畳
む
青
傘 

九

計
凉 

五

五

一 

糸
遊
に
蝶
追
ま
は
す
女
の
童  

 

十

梅
足

         

一

一

一 

ゆ
へ
有
寮
に
琴
の
寿
ひ
音 

十

馬
隠 

一

一

一 

丸
窓
へ
角
な
き
月
の
陰
さ
し
て

 

フ 

一

一

一 

露
ち
り
〳
〵
に
荻
の
上
風

      
 

フ
」
59
オ 

三
ウ 

五

七
二
十
点

五
廿 

稲
苅
の
中
を
牧
士
か
仕
入
駒 

九

梨
東

 

一

一

五 

親
の
欲
目
に
染
木
算
へ
る   

十

御 

一

七

一 

い
つ
と
な
く
乱
る
ゝ
糸
の
恋
衣

 

十

計
凉 

一

一

一 

百
里
離
れ
た
所
に
歌
の
師

           

十
一

梅
足 

十
五

七

五 

情
な
く
舟
曳
岸
の
杜
若

         

十
一

馬
隠 

一

一

一 

関
の
厠
に
昼
の
蚊
柱

 
           

十

梨
東 

一

一

一 

仇
討
は
あ
の
乞
食
か
と
驚
き
て         

十
一

御
」
59
ウ 

一

一

一 

齢
は
百
と
苦
界
三
年

         

十
一

計
凉 

三

五

一 

恨
い
ふ
顔
に
も
愛
の
こ
ぼ
れ
け
る        
十
二

梅
足 

一

一

一 

水
屋
に
聞
ハ
今
朝
の
旅
立

          
十
二

馬
隠 

一

五

五 

来
る
や
否
懇
意
の
多
き
京
の
宿

        

十
一

梨
東 

三

一

一 

爰
に
も
飛
騨
の
工
む
御
社

          

十
三

馬
隠 

三

一

一 

垣
結
ふ
て
謂
あ
り
け
な
る
花
一
木

フ 

一

一

一 

み
せ
の
の
れ
ん
に
狂
ふ
乙
鳥

フ
」
60
オ 

ナ 十
八

三

一 

負
ふ
た
子
の
眼
に
遣
ハ
る
ゝ
雛
買
ひ

十
二

御 

一

一

五 

騎
る
亡
八
に
附
紐
の
娵

十
三

梅
足

 

一

五

一 

鉄
漿
の
ま
だ
宵
な
が
ら
貰
ハ
れ
て

十
二

計
凉 

一

五

三 

木
ち
ん
泊
へ
居
風
呂
の
布
施

十
二

梨
東 

七

一

一 

遁
世
の
身
に
も
世
話
す
る
拂
庵

十
四

馬
隠 

十

一

五 

才
布
を
探
〳
〵
郭
見

 

十
三

御 

一

五

十 

青
葉
に
も 

下
闇
に
通
天
橋
の
蝉
時
雤

   

十
四

梅
足
」
60
ウ 

一

十

七 

紺
帋
の
夏
書
風
の
凉
敶

   
 

十
三

計
凉 

三

一

一 

進
物
の
飪
に
わ
ざ
と
の
し
添
て

 

十
三

梨
東 

 

摺
」（
『
江
戸
文
学
』
25
号
、 

平
成
一
四
年
六
月
）
が
あ
る
。
井
上
敏
幸

『
翻
刻

ち
か
の
う
ら
』
（『
松
代
』
16
号
、
平
成
一
五
年
三
月
）
は
菊

貫
の
追
悼
句
集
の
紹
介
・
翻
刻
を
行
た
も
の
。 

【
書
誌
】 

真
田
宝
物
館
整
理
番
号
・
題
名

４
‐
１
‐
１
‐
１
・
き
く
畠

 

書
型
・
装
幀
・
料
紙

大
末

縦
二
六
・
九
糎
、
横
一
八
・
六

糎

袋
綴

楮
紙 

表
紙
・
題
簽

砥
粉
色
無
地

原
題
簽
、
左
肩
無
辺
打
雲
「
享

和
元
酉
同
二
戌

幾
久
畠

他
連

乾
」 

末
文
共
紙

全
九
一
丁

墨
付
九
一
丁

行
数
７
～
８ 

（
『
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び

諸
芸
に
関
す
る
研
究

資
料
編
第
二
部
』（
平
成
二
十
年
三
月
）
に
よ
る
） 

【
凡
例
】 

１

旧
漢
字
・
異
体
字
は
原
則
と
し
て
原
末
の
通
り
と
し
た
。 

２

点
数
は
縦
並
び
の
点
者
順
に
句
の
横
に
記
載
し
た
。 

３

連
衆
に
付
さ
れ
た
長
点
（
最
後
の
付
け
を
示
す
）
は
、
連

衆
名
の
上
に 

「 

印
を
付
し
た
。 

４

末
の
閉
じ
目
が
固
く
判
読
不
能
箇
所
は
□
で
表
し
た
。 

  

【
翻
刻
】 

 

壬
戌
初
夏 

御 

梨
東 

百
聲

計
凉

 

馬
隠 

楳
足

」
54
オ 

山
の
井
も 千

尋
に
見
へ
つ 

若
葉
陰 

御

」
54
ウ 

扇
に
記
す
旅
の
道
法 

柱
ま
て
む
か
し
普
請
の
太
く
し
て 

て
つ
ち
か
髪
の
油
気
ハ
な
し 

蓋
と
れ
ハ
海
老
の
う
く
め
く
肴
籠 

生
れ
在
所
を
言
葉
に
そ
知
る 

雲
晴
て
猶
一
入
の
月
の
照 

虫
聞
ふ
な
ら
此
あ
た
り
な
り

」
55
オ 

環
川
子

冬
英

陸
馬
」（
付
箋
） 

ウ 三

一

七 

乗
つ
れ
た
女
衒
の
駕
籠
に
か
ら
す
瓜

御 

五

十
八

五 

妻
の
氣
た
て
に
家
内
賑
ふ

梅
足 

七

一

一 

堀
抜
と
前
の
長
者
の
置
土
産    

馬
隠 

一

五

一 

不
二
南
か
ら
催
す
る
雪  

計
凉 

一

五

一 

猫
の
目
に
狂
ひ
時
計
の
懸
合
セ  

梨
東 

一

七

十 
シ
テ
の
素
貌
に
姦
し
き
翠
簾

   

二

御 

十

一

七 

う
ら
若
く
世
に
住
む
尼
の
羽
織
着
て

 

二

梅
足
」
55
ウ 

三

三

十 

菊
を
ほ
め
〳
〵
老
の
長
尻

 

二

馬
隠 

一

五

一 

暮
安
き
日
を
照
り
返
す
村
紅
葉 

 

二

計
凉 

一

一

一 

月
の
ゐ
た
ゝ
き
山
の
お
も
か
け 

   

フ 

五

十

三 

く
つ
さ
め
の
我
に
お
と
ろ
く
大
伽
藍 

三

御 

一

五

五 

不
斗
母
の
手
に
見
出
す
珠
数
た
こ 

三

梅
足 

一

一

一 

木
の
下
は
む
か
し
め
い
た
る
花
の
幕 

フ 

一

一

一 

芝
生
の
中
に
菫
と
ひ
〳
〵

 

フ
」
56
オ 

二 五

七

七 

藪
入
の
鋲
打
目
た
つ
田
舎
道 

三

馬
隠 

一

五

一 

女
力
の
孫
に
つ
た
わ
る 

二

梨
東 

七

十
五

一 

百
日
の
飽
丁
い
さ
や
初
鰹 

三

計
凉 

一

三

三 

裏
家
水
汲
む
江
戸
の
玉
川

四

御 

五

五

十
一 

樂
隠
居
皆
世
に
す
ね
た
人
出
入 

四

梅
足 

三

七

一 

嘉
例
に
て
酔
ゑ
ひ
す
講
中 

四

馬
隠 

一

五

一 

鯛
の
尾
に
長
口
上
を
ま
ね
ら
れ
て 

三

梨
東
」
56
ウ 

七

七

一 

透
見
の
帯
を
い
た
つ
ら
に
引 

四

計
凉

 

一

五

十 

這
ひ
渡
る
九
軒
揚
屋
の
夕
蚊
遣
り

 

五

御 

五

七

一

 

匕
よ
り
口
の
ま
は
る
流
行
醫 

      
 

五

梅
足 

三

十
三

五 

新
蕎
麦
の
手
か
ら
も
て
う
と
秋
乾
き 

 

五

馬
隠 

三

五

五 

留
守
の
庵
の
萩
に
短
尺 

 

四

梨
東 

一

一

一 

夕
月
の
雲
の
と
き
れ
に
ち
ら
ほ
ら
と

     

フ 

一

一

一 

き
せ
る
箇
に
も
見
ゆ
る
物
好

         

フ
」
57
オ 

二
ウ 

一

一

三 

三
圍
り
て
連
を
待
間
の
絵
馬
堂

     
 

六

計
凉 
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五
廿

三

五 

己
か
さ
ま
〳
〵
化
る
白
扇

      
 

六

御 
一

五

一 
手
を
打
て
白
髪
く
ら
ふ
る
古
傍
輩

      

六

梅
足 

三

五

一 

禿
あ
わ
れ
に
明
の
寝
姿

        

六

馬
隠 

一

一

一 

何
と
な
く
袖
留
た
日
の
物
た
ら
ず

      

五

梨
東 

三

五

一 

光
る
銅
壷
の
上
に
神
棚

      

六

計
凉 

一

一

十
五 

親
舩
は
暮
行
と
し
の
岡
見
し
て   

 
七

御
」
57
ウ 

一

一

一 

思
ひ
切
た
る
晦
日
の
雪 
七

梅
足 

一

一

一 

盃
の
蒔
絵
の
月
も
冴
ぬ
ら
ん 

フ 

一

七

一 

狐
離
れ
て
末
の
重
口

 

六

梨
東 

一

一

三 

絹
よ
り
は
木
綿
着
こ
な
す
今
参
リ 

七

馬
隠 

七

五

一 

女
坂
て
も
春
の
一
行

 

七

計
凉 

五

一

一 

引
連
れ
て
お
も
ひ
あ
ふ
た
る
花
め
く
り

フ 

五

一

一 

雀
巣
作
る
軒
の
樋
竹

 
 

フ
」
58
オ 

三 一

五

五 

治
聾
酒
に
た
ま
〳
〵
老
の
酒
機
嫌 

 

八

梅
足 

十

一

五 

禅
の
修
業
に
越
て
来
る
嵯
峨 

 

八

馬
隠 

一

五

七  

榾
の
火
に
氷
る
夜
す
か
ら
冬
し
ら
す

 
 

七

梨
東 

一

一

十
五 

一
人
娘
の
婿
を
筭
へ
る

    

八

御 

一

五

一 

代
参
も
う
き
〳
〵
と
す
る
願
ほ
と
き   

 

八

計
凉 

三

七

一 

土
産
ひ
ら
け
ハ
落
る
椰
木
の
葉      

九

梅
足 

一

五

三 

夏
ま
け
の
昼
寐
に
通
ふ
濱
屋
敶 

   

九

馬
隠
」
58
ウ 

十
五

一

一 

隺
お
り
て
か
ら
七
日
仮
橋

  

八

梨
東 

一

一

七 

菜
の
花
に
ぬ
つ
と
羅
漢
の
破
風
見
へ
て

十

御 

五

七

五 

桜
に
近
く
畳
む
青
傘 

九

計
凉 

五

五

一 

糸
遊
に
蝶
追
ま
は
す
女
の
童  

 

十

梅
足

         

一

一

一 

ゆ
へ
有
寮
に
琴
の
寿
ひ
音 

十

馬
隠 

一

一

一 

丸
窓
へ
角
な
き
月
の
陰
さ
し
て

 

フ 

一

一

一 

露
ち
り
〳
〵
に
荻
の
上
風

      
 

フ
」
59
オ 

三
ウ 

五

七
二
十
点

五
廿 

稲
苅
の
中
を
牧
士
か
仕
入
駒 

九

梨
東

 

一

一

五 

親
の
欲
目
に
染
木
算
へ
る   

十

御 

一

七

一 

い
つ
と
な
く
乱
る
ゝ
糸
の
恋
衣

 

十

計
凉 

一

一

一 

百
里
離
れ
た
所
に
歌
の
師

           

十
一

梅
足 

十
五

七

五 

情
な
く
舟
曳
岸
の
杜
若

         
十
一

馬
隠 

一

一

一 

関
の
厠
に
昼
の
蚊
柱

 
           

十

梨
東 

一

一

一 

仇
討
は
あ
の
乞
食
か
と
驚
き
て         

十
一

御
」
59
ウ 

一

一

一 

齢
は
百
と
苦
界
三
年

         

十
一

計
凉 

三

五

一 

恨
い
ふ
顔
に
も
愛
の
こ
ぼ
れ
け
る        

十
二

梅
足 

一

一

一 

水
屋
に
聞
ハ
今
朝
の
旅
立

          

十
二

馬
隠 

一

五

五 

来
る
や
否
懇
意
の
多
き
京
の
宿

        

十
一

梨
東 

三

一

一 

爰
に
も
飛
騨
の
工
む
御
社

          

十
三

馬
隠 

三

一

一 

垣
結
ふ
て
謂
あ
り
け
な
る
花
一
木

フ 

一

一

一 

み
せ
の
の
れ
ん
に
狂
ふ
乙
鳥

フ
」
60
オ 

ナ 十
八

三

一 

負
ふ
た
子
の
眼
に
遣
ハ
る
ゝ
雛
買
ひ

十
二

御 

一

一

五 

騎
る
亡
八
に
附
紐
の
娵

十
三

梅
足

 

一

五

一 

鉄
漿
の
ま
だ
宵
な
が
ら
貰
ハ
れ
て

十
二

計
凉 

一

五

三 

木
ち
ん
泊
へ
居
風
呂
の
布
施

十
二

梨
東 

七

一

一 

遁
世
の
身
に
も
世
話
す
る
拂
庵

十
四

馬
隠 

十

一

五 

才
布
を
探
〳
〵
郭
見

 

十
三

御 

一

五

十 

青
葉
に
も 

下
闇
に
通
天
橋
の
蝉
時
雤

   

十
四

梅
足
」
60
ウ 

一

十

七 

紺
帋
の
夏
書
風
の
凉
敶

   
 

十
三

計
凉 

三

一

一 

進
物
の
飪
に
わ
ざ
と
の
し
添
て

 

十
三

梨
東 
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一

三

一

一
（
点
判
読
不
能
） 

霞
の
奥
に
隅
田
の
念
佛   

   
 

 

三

馬
隠
」
65
ウ 

七

七

七

五

一

一

一

一

十

二

切
凧
を
善
ふ
て
来
て
も
渡
し
舩 

   
  

二

雪
江 

一

一

五

一

一

一

一

一

一

十
三

大
振
袖
の
孕
む
追
風

     

二

霍
林 

一

一

三

一

一

一

一

五

一

一

御
油
泊
俄
に
苧
桶
片
付
て

   
 

 

二

三
遙 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

影
さ
へ
や
は
り
圓
窓
の
月          

フ 

五

十
二
十

一

二

五

一

一

五

三

三

蔓
枯
て
引
た
ゝ
む
へ
き
種
瓢

   

三

雪
江 

一

一

一

一

一

一

一

一

五

七

早
く
醒
た
る
秋
の
生
酔

    
    

三

三
遙
」
66
オ 

二
ウ 

一

十
三

七

五

七

一

一

十
五

一

五

鸚
鵡
石
百
囀
り
の
長
局

 

三

霍
林 

三

一

一

一

五

一

一

七

一
一 

高
尾
身
請
に
胸
や
陽
炎

     

二

湖
秋 

一

七

一

五

三

一

三

十

一

五

花
ハ
雪
堤
の
左
麦
青
し

二

葵
光 

一

一

一

一

一

一

一

七

一

十
五

ぽ
ん
と
い
ふ
音
は
出
ぬ
古
鼓  

フ 

七

一

五

一

一

七

七

一

七

一

陣
の
留
为
い
は
け
な
き
子
に
憂
さ
晴
し

三

湖
秋 

五

一

一

一

一

一

一

七

一

一

物
に
構
は
す
禅
と
な
る
尼

 

三

葵
光 

一

十

一

一

二

一

一

五

五

二 

北
条
の
烏
帽
子
ハ
海
に
残
り
け
り

 

四

菊
貫
」
66
ウ 

（
判
読
不
能
）
七

一

五

一

五

閑
古
鳥
聞
今
の
鎌
倉 

  

四

梅
足 

三

五

五

三

五

七

一

一

一

五

紫
陽
花
に
昨
日
の
酒
を
か
こ
ち
顔

四

計
凉 

一

一

五

一

一

一

一

一

五
二
十

七

掛
り
あ
ふ
せ
て
伯
父
の
跡
取

 

四

馬
隠

 

一

一

七

一

一

一

一

五

一

一 

腰
元
の
素
生
ゆ
か
し
き
立
ま
ハ
り

四

環
川 

一

三

一

七

一

一

五
二
十

一

十

三

十
八

拾
た
文
を
目
た
ら
け
て
讀

五

菊
貫 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一 

来
る
程
の
人
引
と
め
て
月
催
ひ 

フ 
 

一

一

一

一

一

一

五

一

一 

さ
あ
御
肴
と
僧
へ
焼
栗 

五

環
川
」
67
オ 

三 五

十

七

十

十

七

十

七

五
五 

取
崩
す
樓
舩
も
川
に
秋
更
て 

五

馬
隠 

一

一

一

一

二

七

一

五

一

一

先
四
里
四
方
正
面
の
不
二 

五

計
凉 

一

一

一

一

一

五

一

一

一

一 

風
景
を
唯
隠
居
所
は
家
相
よ
り 

五

梅
足 

七

三

十

二

二

一

一

一
七

一 

紅
粉
青
娥
雪
の
寒
梅
〳
〵

四

鶴
林 

十

十
五

五

五

三

七

一

七

一

一

旅
枕
あ
と
し
ら
波
の
恋
を
し
て

四

三
遥 

一

七

一

一

一

一

一

七

一

三

伊
勢
の
木
綿
の
紡
も
陰
陽

四

雪
江 

一

一

十
五

一

七

一

一

五

一

五

腹
魚
の
ま
ゝ
て
蛍
を
追
ふ
て
行

五

鶴
林
」
67
ウ 

（
点
判
読
不
能
） 

草
茫
〳
〵
と
左
迂
の
跡

三

三
遥 

一

十
八

七

十
三

五

一

一

三

一

七
二
十

剱
菱
は
我
ら
か
為
の
益
氣
湯

五

雪
江 

一

一

五

二

五

一

一

一

一

一

麒
尾
に
従
ふ
無
休
貮
朱
判

四

湖
秋 

一

一

十
五

五

一

一

五

十

一

一 

奥
ゆ
か
し
清
歌
好
舞
の
御
錠
口

四

葵
光 

一

一

一

五

一

一

一

一

一
一

有
明
山
に
春
の
夕
月   

 

フ 

十
八

七

五
二
十

七

十
八

三

三

五

十
八

七

小
田
返
す
馬
踏
濁
す
桜
影 

五

湖
秋 

一

一

一

一

一

一

一

五

一

一

好
ん
て
新
身
さ
し
た
強
力

五

葵
光
」
68
オ 

三
ウ 

一

五

一

一

一

一

一

一

一

一

腹
痛
に
噛
み
残
し
た
る
観
世
音

 
六

計
凉 

五

二
十

五

五

一

七

一

一

一

一

一

三

干
潟
の
舟
の
幮
に
日
の
影  

 

六

梅
足 

 五

一

七

一

五

十
八

一

三

一

一

四
郎
兵
衛
か
関
路
一
里
も
千
里
に
て

六

菊
貫 

一

一

五

一

一

一

一

五

十

一

仲
人
な
し
の
娵
の
愛
想  

 

六

馬
隠 

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

又
出
た
と
笑
ふ
田
舎
の
言
葉
癖  

六

環
川 

一

一

十

十

十
三

七

一

三

五

一

二
疋
か
間
に
ど
し
と
菌
桶 

 

七

計
凉 

五

一

五

一

一

一

一

一

一

一

制
本
の
年
号
古
き
守
護
不
入

七

梅
足
」
68
ウ 

七

三

七

一

五

一

七

七

三

七

狂
ふ
も
哀
れ
附
紐
の
所
化      

七

環
川 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

な
ま
め
き
し
障
子
の
蔭
へ
夏
の
月

フ 

一

一

一

一

三

一

一

七

一

五

貌
真
赤
い
に
聟
の
小
謡

 

七

菊
貫 

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

汐
煑
と
共
に
呑
込
む
生
マ

欠
ヒ

七

馬
隠 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

性
に
合
た
と
江
戸
に
そ
れ
な
り

六

雪
江 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

此
頃
は
寄
る
も
さ
わ
る
も
花
の
事

フ 

一

一

一

五

一

七

一

一

一

一

角
く
む
芦
に
角
落
す
鹿

六

三
遥
」
69
オ 

ナ 七

五

十

一

十
五

二

十

七

一

十

蝶
か
ろ
く
は
ね
元
結
に
戯
れ
て

六

霍
林 

七

七

一 

根
付
の
磁
石
か
り
る
移
徒

十
五

「
馬
隠 

五

一

七 
そ
こ
に
見
る
隣
へ
遠
音
越
の
雲

十
四

御 

一

一

一 

産
家
の
伽
に
雇
ふ
輕
口

 

十
五

「
梅
足 

一

一

一 

約
束
の
月
も
ほ
と
な
く
近
く
也 

一

三

一 

秋
風
渡
る
橅
原
松
原

」
61
オ 

ナ
ウ 

三

一

一 

蝙
蝠
の
相
撲
取
艸
に
投
ら
れ
て

十
四

計
凉 

五

五

一 

化
物
屋
鋪
ま
だ
傍
に
杭

十
四

梨
東

 

七

一

一 

御
油
へ
来
て
勇
氣
抜
る
武
者
執
行

十
五

「
御 

一

一

五 

招
婦
か
帯
の
ぬ
ぐ
橡
を
掃

十
五

「
計
凉 

七

十
五

一 

悋
気
し
た
鏡
に
う
つ
る
角
大
師

十
三

「
梨
東 

一

一

一 

と
こ
か
ら
流
行
り
来
て
か
と
り
年

 

五

一

一 

末
復
の
出
初
も
調
度
花
盛

」
61
ウ 

一

一

一 

い
と
ゝ
百
千
の 

い
さ
む
囀
り

」
62
オ 

 

壬
戌
年

（
貼
紙
＝
後
補
）

」
62
ウ 

 
    

如
佛
持 

寉
林
子
御
持

一
漁

菊
貫
持

陸
馬 

崑
山

石
鯨 

 百
聲

 

月
花
筆 

 

各
八
句
言 

道
具
附 

帳
添 

剋
附

 

湖
秋
子
御
持 

徳
器

催
为 

 

立
志

菊
貫

」
63
オ 

 

菊
貫 

夜
蕎
麦
賣
聲
の
と
き
れ
や
ほ
と
ゝ
き
す

」
63
ウ 

濕
る
煙
草
に
先
つ
知
れ
る
入
梅 

透
垣
に
数
寄
屋
か
ゝ
り
の
路
次
ふ
り
て 

遣
ふ
て
み
れ
は
僕
の
気
輕
さ 

貧
乏
樽
い
つ
の
世
よ
り
か
名
付
け
む 

ま
た
く
計
の
川
に
石
橋 

松
一
木
月
の
も
ふ
け
る
手
を
入
て 

馬
追
ひ
虫
の
耳
に
付
な
り

」
64
オ 

 

隺
林
子
御
持   

湖
秋
子
御
持     

菊
貫
持

     
 

如
柳
一
漁 
崑
山

花
谿

得
器

立
志 

徒
柔 

陸
馬

 

石
鯨

 

環
川
持 

儿
友

（
付
箋
） 

（
ウ
） 

一

五

七

一

一

七

十

十

七

一

向
島
藝
者
を
つ
れ
て
秋
め
か
す

菊
貫 

 

一

一

五

一

二

一

十
三

七

七

二

酒
の
過
る
を
妻
ハ
案
事
る

環
川 

七

十

一

七

五

十
五

七

一

五

一

南
天
も
笹
の
音
し
て
夜
の
雪

  

梅
足 

一

一

一

七

一

一

七

五

一

十

碁
て
は
敵
の
し
か
も
相
口

馬
隠 

 

五

三

七

一

二

二

五

七

五

一

勝
公
事
に
紫
衣
さ
え
京
の
立
惜
み

計
凉 

一

一

三

一

一

一

十
八

十

十
五

七

嬉
し
け
に
振
足
ら
ぬ
牛
の
尾  

三
遥 

五

五

一

二

五

七

一

十

一

一

子
か
あ
る
て
親
ミ
の
付
か
ね
舎

鶴
林
」
64
ウ 

（
点
ア
ル
モ
、
ト
ジ
目
固
く
、
点
判
読
不
能
） 

禾
黍
を
動
す
賤
か
近
道

雪
江 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

月
白
う
残
り
旭
は
ハ
ほ
か
ら
か
に

執
筆 

七

一

一

七

七

十

一

一

七

五

塒
出
の
鷹
や
よ
い
男
ふ
り

葵
光 

一

五

五

五

五

十
三

一

五

十

一

丹
後
殿
前
よ
り
馬
を
乗
放
ち

湖
秋 

一

一

一

一

一

一

五

一

一

五

金
看
板
の
目
立
つ
新
店

二

計
凉

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

や
か
て
咲
花
を
心
に
枝
と
笠

フ 

一

七

三

五

一

一

七

七

七

一

旅
を
す
る
氣
て
彼
岸
待
つ
母

 

二

梅
足
」
65
オ 

二 三

一

七

一

十

二

七

一

一

二

去
年
揚
し
縫
あ
け
を
最
ふ
揚
置
し

二

環
川 

一

一

五

十
五

十
五

一

一

五

三

一

寐
転
ふ
腹
の
上
に
細
見

二

菊
貫 

一

一

七

五

二

一

十

一

五

十

居
風
呂
も
妾
の
目
見
の
道
具
に
て 

二

馬
隠 

一

三

一

一

一

一

五

一

一

一

河
骨
活
る
側
を
掃
出
す

 

三

計
凉 

一

五

三

七

三

一

一

五

一

一

づ
う
〳
〵
し
天
下
祭
の
牛
の
面
ラ

  

三

菊
貫 

十

一

七

十
八

五

三

五

二
十

七

十

五

一
末
餘
る
取
膳
の
箸

 

三

環
川 

三

七

七

一

七

五

十

七

一

五

別
荘
の
梅
に
家
内
を
引
つ
れ
て

     
 

三

梅
足 
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一

三

一

一
（
点
判
読
不
能
） 

霞
の
奥
に
隅
田
の
念
佛   

   
 

 

三

馬
隠
」
65
ウ 

七

七

七

五

一

一

一

一

十

二

切
凧
を
善
ふ
て
来
て
も
渡
し
舩 

   
  

二

雪
江 

一

一

五

一

一

一

一

一

一

十
三

大
振
袖
の
孕
む
追
風

     

二

霍
林 

一

一

三

一

一

一

一

五

一

一

御
油
泊
俄
に
苧
桶
片
付
て

   
 

 

二

三
遙 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

影
さ
へ
や
は
り
圓
窓
の
月          

フ 

五

十
二
十

一

二

五

一

一

五

三

三

蔓
枯
て
引
た
ゝ
む
へ
き
種
瓢

   

三

雪
江 

一

一

一

一

一

一

一

一

五

七

早
く
醒
た
る
秋
の
生
酔

    
    

三

三
遙
」
66
オ 

二
ウ 

一

十
三

七

五

七

一

一

十
五

一

五

鸚
鵡
石
百
囀
り
の
長
局

 

三

霍
林 

三

一

一

一

五

一

一

七

一
一 

高
尾
身
請
に
胸
や
陽
炎

     

二

湖
秋 

一

七

一

五

三

一

三

十

一

五

花
ハ
雪
堤
の
左
麦
青
し

二

葵
光 

一

一

一

一

一

一

一

七

一

十
五

ぽ
ん
と
い
ふ
音
は
出
ぬ
古
鼓  

フ 

七

一

五

一

一

七

七

一

七

一

陣
の
留
为
い
は
け
な
き
子
に
憂
さ
晴
し

三

湖
秋 

五

一

一

一

一

一

一

七

一

一

物
に
構
は
す
禅
と
な
る
尼

 

三

葵
光 

一

十

一

一

二

一

一

五

五

二 

北
条
の
烏
帽
子
ハ
海
に
残
り
け
り

 

四

菊
貫
」
66
ウ 

（
判
読
不
能
）
七

一

五

一

五

閑
古
鳥
聞
今
の
鎌
倉 

  

四

梅
足 

三

五

五

三

五

七

一

一

一

五

紫
陽
花
に
昨
日
の
酒
を
か
こ
ち
顔

四

計
凉 

一

一

五

一

一

一

一

一

五
二
十

七

掛
り
あ
ふ
せ
て
伯
父
の
跡
取

 

四

馬
隠

 

一

一

七

一

一

一

一

五

一

一 

腰
元
の
素
生
ゆ
か
し
き
立
ま
ハ
り

四

環
川 

一

三

一

七

一

一

五
二
十

一

十

三

十
八

拾
た
文
を
目
た
ら
け
て
讀

五

菊
貫 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一 

来
る
程
の
人
引
と
め
て
月
催
ひ 

フ 
 

一

一

一

一

一

一

五

一

一 

さ
あ
御
肴
と
僧
へ
焼
栗 

五

環
川
」
67
オ 

三 五

十

七

十

十

七

十

七

五
五 

取
崩
す
樓
舩
も
川
に
秋
更
て 

五

馬
隠 

一

一

一

一

二

七

一

五

一

一

先
四
里
四
方
正
面
の
不
二 

五

計
凉 

一

一

一

一

一

五

一

一

一

一 

風
景
を
唯
隠
居
所
は
家
相
よ
り 

五

梅
足 

七

三

十

二

二

一

一

一
七

一 

紅
粉
青
娥
雪
の
寒
梅
〳
〵

四

鶴
林 

十

十
五

五

五

三

七

一

七

一

一

旅
枕
あ
と
し
ら
波
の
恋
を
し
て

四

三
遥 

一

七

一

一

一

一

一

七

一

三

伊
勢
の
木
綿
の
紡
も
陰
陽

四

雪
江 

一

一

十
五

一

七

一

一

五

一

五

腹
魚
の
ま
ゝ
て
蛍
を
追
ふ
て
行

五

鶴
林
」
67
ウ 

（
点
判
読
不
能
） 

草
茫
〳
〵
と
左
迂
の
跡

三

三
遥 

一

十
八

七

十
三

五

一

一

三

一

七
二
十

剱
菱
は
我
ら
か
為
の
益
氣
湯

五

雪
江 

一

一

五

二

五

一

一

一

一

一

麒
尾
に
従
ふ
無
休
貮
朱
判

四

湖
秋 

一

一

十
五

五

一

一

五

十

一

一 

奥
ゆ
か
し
清
歌
好
舞
の
御
錠
口

四

葵
光 

一

一

一

五

一

一

一

一

一
一

有
明
山
に
春
の
夕
月   

 

フ 

十
八

七

五
二
十

七

十
八

三

三

五

十
八

七

小
田
返
す
馬
踏
濁
す
桜
影 

五

湖
秋 

一

一

一

一

一

一

一

五

一

一

好
ん
て
新
身
さ
し
た
強
力

五

葵
光
」
68
オ 

三
ウ 

一

五

一

一

一

一

一

一

一

一

腹
痛
に
噛
み
残
し
た
る
観
世
音

 

六

計
凉 

五

二
十

五

五

一

七

一

一

一

一

一

三

干
潟
の
舟
の
幮
に
日
の
影  

 

六

梅
足 

 五

一

七

一

五

十
八

一

三

一

一

四
郎
兵
衛
か
関
路
一
里
も
千
里
に
て

六

菊
貫 

一

一

五

一

一

一

一

五

十

一

仲
人
な
し
の
娵
の
愛
想  

 

六

馬
隠 

一

一

一

一

一

一

一

一

三

一

又
出
た
と
笑
ふ
田
舎
の
言
葉
癖  

六

環
川 

一

一

十

十

十
三

七

一

三

五

一

二
疋
か
間
に
ど
し
と
菌
桶 

 

七

計
凉 

五

一

五

一

一

一

一

一

一

一

制
本
の
年
号
古
き
守
護
不
入

七

梅
足
」
68
ウ 

七

三

七

一

五

一

七

七

三

七

狂
ふ
も
哀
れ
附
紐
の
所
化      

七

環
川 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

な
ま
め
き
し
障
子
の
蔭
へ
夏
の
月

フ 

一

一

一

一

三

一

一

七

一

五

貌
真
赤
い
に
聟
の
小
謡

 

七

菊
貫 

一

一

一

一

二

一

一

一

一

一

汐
煑
と
共
に
呑
込
む
生
マ

欠
ヒ

七

馬
隠 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

性
に
合
た
と
江
戸
に
そ
れ
な
り

六

雪
江 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

此
頃
は
寄
る
も
さ
わ
る
も
花
の
事

フ 

一

一

一

五

一

七

一

一

一

一

角
く
む
芦
に
角
落
す
鹿

六

三
遥
」
69
オ 

ナ 七

五

十

一

十
五

二

十

七

一

十

蝶
か
ろ
く
は
ね
元
結
に
戯
れ
て

六

霍
林 
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一 

七 

七 

七 

三 

五 

七 

五 

五 

十
五 

鬼
籠
る
町
行
抜
て
紅
葉
狩

公 

一 

一 

五 

一 

一 

二 

七 

三 

七 

七 

婿
取
て
か
ら
仕
出
す
身
代

環
川
子 

一 

三 

一 

一 

五 

一

一 

五 

三 

一 

い
つ
と
無
く
多
勢
に
無
勢
國
言
葉

馬
隠 

一 

一 

一 

一

一 

一 

一 

一 

一

一 

茶
宇
の
袴
も
折
目
正
し
き

雲
和 

一 

一 

一 

三 

一 

七 

七 

一 

一 

七 

呼
入
の
時
に
夜
込
の
雪
を
見
て

雲
牙 

十
五 

一 

一 

一 

三

一 

一 

五 

一 

五 

寒
そ
う
も
な
き
紅
梅
の
艶

立
葵 

一 

十 

一 

一 

三 

一 

一 

三 

三 

一 

碁
敵
か
帰
れ
は
跡
へ
貸
末
屋

梅
足
」
74
ウ 

一 

一 

一

一 

一

一 

十
五 

三 

七 

一 

誰
か
見
る
目
に
も
別
荘
の
妻

二

公 

五

  

一    

三 

幽
篁
に
夜
を
待
つ
月
の
妬
氣
也 

七 

一

一 

五 

一 

五 

七

七

七 

七

座
禅
の
屈
を
菊
て
養
生

二

馬
隠 

三 

七 

三 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

三 

蜻
蛉
の
飛
ん
て
ハ
戻
る
溜
り
水

二

川
子 

一 

十
五 

七 

一 

五 

十

七 

一 

七 

十
八 

旅
と
は
見
へ
す
業
平
の
旅

二

梅
足 

何 誰
人
の
お
ま
し
か
花
の
門
構 

（
点
ナ
シ
） 

摘
ぬ
あ
た
り
の
若
菜
董
た
つ

」
75
オ 

二

 

一 

ム 

一 

三 

一 

二 

一 

一 

一 

一 

春
の
山
鳫
も
残
り
て
爰
か
し
こ

 

二

雲
和 

一 

七 

一 

一 

五 

三 

十 

一 

五 

十
三 

孝
と
舞
と
に
亀
菊
か
沙
汰

 

二

雲
牙 

一 

三

一 

五 

一 

一 

七 

一 

一 

一 

錠
口
ハ
華
文
箱
の
ふ
た
つ
ま
て       

二

立
葵 

三 

一 

一 

一 

一 

一

一 

七

一 

一 

抜
参
す
る
帳
を
指
出
す

三

立
葵 

一 

十 

三 

一

一

二

一

一

七

五

畔
道
を
通
る
寸
馬
の
東
坡
居
士       

三

公

 

一 

五 

一 

一

一 

七

一 

五 

一 

一

人
こ
ろ
し
成
筭
へ
日
の
雪          

三

川
子 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

買
て
来
て
二
度
悔
し
た
る
鉄
行
燈

      

三

梅
足
」
75
ウ

 

三 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一

一 

一

 

八
声
告
て
も
酒
は
酣

        

三

雲
和 

一 

一 

一 

一 

五 

五 

七 

三 

一 

一 

賑
な
隣
う
ら
や
む
嵯
峨
の
奥

      

三

馬
隠 

二
十
五

一 

一 

五 

七

一 

七 

十 

五 

七 

五 

悟
た
よ
ふ
て
愚
に
返
る
尼

        

四

立
葵 

一 

一 

一 

五 

一 

五 

五 

五 

一 

三 

米
炊
く
溝
の
流
れ
に
燕
子
花

      

五

立
葵 

（
点
ナ
シ
） 

涼
敶
覗
く
引
窓
の
月 

 

二
十 

七 

一 

十
五 

十

七 

七 

七 

十
五 

七 

十 

結
納
を
並
べ
て
娵
を
突
出
し

四

公 
  

五 

舌
の
吹
出
に
貰
ふ
堅
紅
粉
」
７６
オ 

二
ウ 

五 

一

五 

三 

一 

十 

七 

五 

七 

五 

ゆ
ふ
〳
〵
と
師
走
の
海
の
懸
舟

三

雲
牙 

一 

七 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

一 

鯨
の
吹
た
息
に
浮
く
城

四

梅
足 

十 

一

一 

一 

一 

七 

一 

七 

七 

一 

五
斗
俵
を
張
子
の
様
に
男
と
も

四

川
子 

一 

三 

十 

十 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

 

番
頭
捌
き
下
戸
に
仕
裸
ふ
セ

 

四

馬
隠 

一 

十 

一 

一 

五 

五 

七 

一 

五 

七 

牡
丹
畑
十
九
や
廿
の
真
盛

四

雲
和 

一 

二  

一 

一 

七 

七 

五 

十
五 
一 
十 

僧
も
奇
麗
と
ほ
む
る
薄
雲

        

四

雲
牙 

一 

一 

一

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

呪
の
不
思
議
虫
歯
の
虫
吐
て    

 
 

五

梅
足

 

一 

一 

十 

十
三 

十 

三 

一 

一 

十
五 

十 

十
五 

三

 

相
撲
見
た
夜
は
ぐ
つ
す
り
と
寐
る

五

公 

（
点
ナ
シ
） 

う
そ
寒
き
月
の
夕
部
の
風
の
音 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

三

十

一 

足
し
歩
兵
に
遣
ふ
栗
の
渋
皮

五

川
子 

一

一 

一 

一 

一

三 

一 

十 

一 

七 

對
陣
の
横
を
牛
押
し
杭
引

 

五

雲
牙 

一 

二 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

恐
ぬ
夜
は
や
き
つ
い
乱
れ
鶏      

   
 

五

雲
和 

包
て
も
香
や
ハ
か
く
る
ゝ 

引
る
ゝ
も
引
も
香
ふ
や
花
の
袖

 

（
（
点
ナ
シ
） 

蒲
公
英
伸
る
透
垣
の
間

」
77
オ 

三 七 

一 

一 

一 

一 

七 

七 

一 

七 

七 

中
り
呼
ふ
霞
の
奥
に
屋
鋪
町

       

五

馬
隠 

三 

十
三 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

十 

一 

髭
の
白
髪
の
う
つ
る
盃

       
 

六

立
葵 

二
十
五 

七 

十

三

五

一 

十 

三 

五 

七 

十 

太
々
に
二
度
迄
来
た
と
功
者
ふ
り      

 

七

仝 

一 

二

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

壁
の
狂
歌
の
見
知
有
る
筆

 

六

梅
足 

一 

一 

一 

一

一 

一 

一 

一 

五 

一 

泣
口
ヘ
亦
挟
る
ゝ
初
松
魚

六

公 
 

二
十 

三 

十
八 

七 

一 

十
五 

十
五 

七 

五

一 

一

禿
か
首
の
幮
に
か
ら
ま
る

六

雲
牙 

一 

一

一 

一 

一

十

一

五 

七

十
五 

二 

霊
と
名
の
立
て
瘧
の
恥
か
し
き

六

川
子
」
77
ウ 

五

一

一

一

二

一

五

十
五

五

一

眼
鏡
に
い
と
ゝ
凄
い
御
局

七

三
遥 

一

十

五

三

七

五

七

五

七

一

煤
掃
け
は
最
ふ
正
月
の
来
た
心

七

雪
江 

一

七

一

五

五

一

一

一

五

二

大
晦
日
の
獅
子
も
草
鞋

七

鶴
林 

一

七

五

二

三

一

一

三

一

一 

中
に
も
此
松
社
よ
き
城
か
ま
へ

六

葵
光 

一

一

一

五

一

十
五

三

三

一

三

奉
行
の
役
義
情
知
ら
で
は

七

仝 

一

一

一

一

五
二
十

一

五

一

一

一

髪
薙
て
佐
香
保
は
法
に
ミ
な
れ
棹

 

六

湖
秋
」
69
ウ 

三

七

二

七

七

七

五

五
二
十

三

七

蓮
を
見
に
来
て
琵
琶
も
聞
く
寺

 
七

仝 

一

一

一

十

一

一

一

一

一

一

放
ち
や
る
魚
は
凉
し
け
昼
の
月

フ 

一

五

一

一

一

一

七

七

一

一

高
良
の
神
そ
い
は
ん
皺
尉

八

「
葵
光 

七

三

七

一

三

一

一

一

一

五

御
利
運
の
恐
悦
下
戸
も
酒
中
仙

八

「
湖
秋 

十

五

一

五
二
十

一

十

一

七

一

二

兎
狩
出
す
極
寒
の
山

八

三
遙 

一

五

一

十
五

一

三

十

七

七

一

能
く
寄
り
て
あ
た
り
給
へ
と
榾
拙
火
焚
く 

八

「
鶴
林 

一

一

七

一

一

一

十
五

一

十

一

清
書
誉
れ
は
し
や
ん
と
割
膝

 

八

「
雪
江
」
70 

ナ
ウ 

一

三

五

一

二

一

七

五

三

一

師
の
坊
の
眉
毛
に
風
の
そ
よ
く
な
り

   

八

「
梅
足 

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

笑
れ
も
せ
す
ぬ
け
歯
洩
る
声

 

八

「
馬
隠 

五

七

一

一

五

五

一

三

五

七

し
ら
む
夜
を
雪
じ
や
〳
〵
と
年
忘

八

「
菊
貫 

一

一

一

五

一

七

一

一

一

一

橙
入
る
節
買
の
桝

八

「
計
凉 

三

一

三

一

一

五

七

七

一

五

人
に
人
遊
行
の
御
着
野
も
山
も

八

「
環
川 

一

一

一

十

一

一

一

一

一

一

借
り
た
煙
管
け
む
り
旨
か
る

フ 

一

三

一

一

二

二

一

一

一

二

咲
ま
け
じ
〳
〵
と
花
の
色
く
ら
ヘ

フ 

ム

△

△

一

一

一

一

△

一

一

□
□
〳
〵
□
の
□
（
ト
ジ
目
固
く
点
判
読
不
能
） 

フ
」
70
ウ 

判
者
甲
乙 

 

五
十
三
点   

四
十
二
ヽ

 
 

六
十
五
点 

四
十
四
ヽ

 

如
柳 

湖
秋
子 

三
遥 

一
漁 

雪
江 

隺
林
子               

                 

三
十
九
ヽ

三
十
五
ヽ 

梅
足           

梅
足 

 

五
十
点

四
十
九
ヽ       

 

三
十
五
点

三
十
四
ヽ 

崑
山 

霍
林
子 

湖
秋
子 

花
谿 

三
遥 

菊
貫 

 

三
十
八
ヽ

   
 

 

三
十
二
ヽ 

環
川

  
 

隺
林
子
」
71
オ

 
 

六
十
一
点   

四
十
四
ヽ     

三
十
八
点

三
十
六
ヽ 

得
器 

湖
秋
子 

隺
林
子

立
志 

菊
貫

 

環
川

 

四
十
一
ヽ

 

三
十
六
ヽ 

菊
貫

  

梅
足

 
四
十
四
点 
三
十
六
ヽ

四
十
七
ヽ

四
十
七
点 

徒
柔

環
川

菊
貫

陸
馬
順

三
遥 

隺
林
子 

           

三
十
五
ヽ

    

四
十
六
ヽ 

            

梅
足      

 
 

葵
光 

    

五
十
四
点  

四
十
八
ヽ

  
四
十
二
点

三
十
八
ヽ 

石
鯨 

湖
秋
子 

馬
隠

儿
友 
菊
貫  

隺
林
子 

       

三
十
四
ヽ

    
 

三
十
六
ヽ 

雪
江

     
 

馬
隠
」
71
ウ 

評
持  

如
栁 

隺
林
子

一
漁 

崑
山 

花
谿 

湖
秋
子

得
器 

立
志

」
72
オ 

環
川

  

儿
友 

  

徒
柔 

菊
貫

陸
馬 

  

石
鯨 

享
和
二
年
壬
戌
夏
五
月
開
巻

」
72
ウ 

   

享
和
二
年
壬
戌
晩
冬

菊
貫
公 

環
川
君 

十
評
物

     

各
十
一
句
言

 

立
葵 

歳
籠
百
聲

 

表
月
花

     

雲
牙 

折
端
執
筆

   

馬
隠 

「
隺
山
子

宝
井

雲
和 

評
者
「
冬
央
子

陸
馬

梅
足

 

「
亀
文
子

冬
映 

環
川
子
御
持 

「
升
来
子

為
大 

升
来
子
夫
人

持
梅
足

 

「
霍
媛
子

「
石
鯨

」
73
オ 

（
白
紙
）

」
73
ウ 

上
り
た
る
御
代
の
お
も
わ
れ
つ
門
餝 

初
聲
う
ら
ゝ
明
烏
鳴
く 

裃
の
粘
に
も
春
の
香
を
持
て 

に
こ
り
〳
〵
に
し
る
き
福
相 

完
尓 

小
山
成
計
り
煙
艸
の
吹
殻
を 

盥
銅
の
口
の
雫
折
〳
〵 

失
え
る
物
の
ふ
と
出
る
月
清
ら 

律
を
し
た
ふ
る
笹
の
音
信

」
74
オ 

隺
山
子

冬
央
子

亀
文
子

升
来
子

隺
媛
子

寶
井

陸
馬

冬
英

為
大

石
鯨
」（
付
箋
） 

ウ 
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一 

七 

七 

七 

三 

五 

七 

五 

五 

十
五 

鬼
籠
る
町
行
抜
て
紅
葉
狩

公 
一 
一 

五 

一 

一 

二 

七 

三 

七 

七 
婿
取
て
か
ら
仕
出
す
身
代

環
川
子 

一 

三 

一 
一 
五 

一

一 

五 

三 

一 

い
つ
と
無
く
多
勢
に
無
勢
國
言
葉

馬
隠 

一 

一 

一 

一

一 
一 
一 
一 

一

一 

茶
宇
の
袴
も
折
目
正
し
き

雲
和 

一 

一 

一 

三 

一 

七 

七 

一 
一 
七 

呼
入
の
時
に
夜
込
の
雪
を
見
て

雲
牙 

十
五 

一 

一 

一 

三

一 

一 

五 

一 

五 

寒
そ
う
も
な
き
紅
梅
の
艶

立
葵 

一 

十 

一 

一 

三 

一 

一 

三 

三 

一 

碁
敵
か
帰
れ
は
跡
へ
貸
末
屋

梅
足
」
74
ウ 

一 

一 

一

一 

一

一 

十
五 

三 

七 

一 

誰
か
見
る
目
に
も
別
荘
の
妻

二

公 

五

  

一    

三 

幽
篁
に
夜
を
待
つ
月
の
妬
氣
也 

七 

一

一 

五 

一 

五 

七

七

七 

七

座
禅
の
屈
を
菊
て
養
生

二

馬
隠 

三 

七 

三 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

三 

蜻
蛉
の
飛
ん
て
ハ
戻
る
溜
り
水

二

川
子 

一 

十
五 

七 

一 

五 

十

七 

一 

七 

十
八 

旅
と
は
見
へ
す
業
平
の
旅

二

梅
足 

何 誰
人
の
お
ま
し
か
花
の
門
構 

（
点
ナ
シ
） 

摘
ぬ
あ
た
り
の
若
菜
董
た
つ

」
75
オ 

二

 

一 

ム 

一 

三 

一 

二 

一 

一 

一 

一 

春
の
山
鳫
も
残
り
て
爰
か
し
こ

 

二

雲
和 

一 

七 

一 

一 

五 

三 

十 

一 

五 

十
三 

孝
と
舞
と
に
亀
菊
か
沙
汰

 

二

雲
牙 

一 

三

一 

五 

一 

一 

七 

一 

一 

一 

錠
口
ハ
華
文
箱
の
ふ
た
つ
ま
て       

二

立
葵 

三 

一 

一 

一 

一 

一

一 

七

一 

一 

抜
参
す
る
帳
を
指
出
す

三

立
葵 

一 

十 

三 

一

一

二

一

一

七

五

畔
道
を
通
る
寸
馬
の
東
坡
居
士       

三

公

 

一 

五 

一 

一

一 

七

一 

五 

一 

一

人
こ
ろ
し
成
筭
へ
日
の
雪          

三

川
子 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

買
て
来
て
二
度
悔
し
た
る
鉄
行
燈

      

三

梅
足
」
75
ウ

 

三 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一

一 

一

 

八
声
告
て
も
酒
は
酣

        

三

雲
和 

一 

一 

一 

一 

五 

五 

七 

三 

一 

一 

賑
な
隣
う
ら
や
む
嵯
峨
の
奥

      

三

馬
隠 

二
十
五

一 

一 

五 

七

一 

七 

十 

五 

七 

五 

悟
た
よ
ふ
て
愚
に
返
る
尼

        

四

立
葵 

一 

一 

一 

五 

一 

五 

五 

五 

一 

三 

米
炊
く
溝
の
流
れ
に
燕
子
花

      

五

立
葵 

（
点
ナ
シ
） 

涼
敶
覗
く
引
窓
の
月 

 

二
十 

七 
一 
十
五 

十

七 

七 

七 

十
五 

七 

十 

結
納
を
並
べ
て
娵
を
突
出
し

四

公 
  

五 

舌
の
吹
出
に
貰
ふ
堅
紅
粉
」
７６
オ 

二
ウ 

五 

一

五 

三 

一 

十 

七 

五 
七 
五 

ゆ
ふ
〳
〵
と
師
走
の
海
の
懸
舟

三

雲
牙 

一 

七 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

一 

鯨
の
吹
た
息
に
浮
く
城

四

梅
足 

十 

一

一 

一 

一 

七 

一 

七 

七 

一 

五
斗
俵
を
張
子
の
様
に
男
と
も

四

川
子 

一 

三 

十 

十 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

 

番
頭
捌
き
下
戸
に
仕
裸
ふ
セ

 

四

馬
隠 

一 

十 

一 

一 

五 

五 

七 

一 

五 

七 

牡
丹
畑
十
九
や
廿
の
真
盛

四

雲
和 

一 

二  

一 

一 

七 

七 

五 

十
五 

一 

十 

僧
も
奇
麗
と
ほ
む
る
薄
雲

        

四

雲
牙 

一 

一 

一

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

呪
の
不
思
議
虫
歯
の
虫
吐
て    

 
 

五

梅
足

 

一 

一 

十 

十
三 

十 

三 

一 

一 

十
五 

十 

十
五 

三

 

相
撲
見
た
夜
は
ぐ
つ
す
り
と
寐
る

五

公 

（
点
ナ
シ
） 

う
そ
寒
き
月
の
夕
部
の
風
の
音 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

三

十

一 

足
し
歩
兵
に
遣
ふ
栗
の
渋
皮

五

川
子 

一

一 

一 

一 

一

三 

一 

十 

一 

七 

對
陣
の
横
を
牛
押
し
杭
引

 

五

雲
牙 

一 

二 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

恐
ぬ
夜
は
や
き
つ
い
乱
れ
鶏      

   
 

五

雲
和 

包
て
も
香
や
ハ
か
く
る
ゝ 

引
る
ゝ
も
引
も
香
ふ
や
花
の
袖

 

（
（
点
ナ
シ
） 

蒲
公
英
伸
る
透
垣
の
間

」
77
オ 

三 七 

一 

一 

一 

一 

七 

七 

一 

七 

七 

中
り
呼
ふ
霞
の
奥
に
屋
鋪
町

       

五

馬
隠 

三 

十
三 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

十 

一 

髭
の
白
髪
の
う
つ
る
盃

       
 

六

立
葵 

二
十
五 

七 

十

三

五

一 

十 

三 

五 

七 

十 

太
々
に
二
度
迄
来
た
と
功
者
ふ
り      

 

七

仝 

一 

二

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

壁
の
狂
歌
の
見
知
有
る
筆

 

六

梅
足 

一 

一 

一 

一

一 

一 

一 

一 

五 

一 

泣
口
ヘ
亦
挟
る
ゝ
初
松
魚

六

公 
 

二
十 

三 

十
八 

七 

一 

十
五 

十
五 

七 

五

一 

一

禿
か
首
の
幮
に
か
ら
ま
る

六

雲
牙 

一 

一

一 

一 

一

十

一

五 

七

十
五 

二 

霊
と
名
の
立
て
瘧
の
恥
か
し
き

六

川
子
」
77
ウ 

松代藩第六代藩主真田幸弘点取俳諧『きく畠』の紹介と翻刻
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五
十
八
ヽ

四
十
八
ヽ 

亀
文
子 

雲
牙 

御 
 

三
十
五
ヽ 

       
 

馬
隠

」 

81
オ 

七
十
六
ヽ
三
十
五
ヽ

  

八
十
七
ヽ 

六
十
八
ヽ 

宝
井 

雲
牙 

立
葵

為
大 

御 

馬
隠 

 

三
十
九
ヽ

 

五
十
四
ヽ 

環
川
子    

立
葵 

 

五
十
五
ヽ 

五
十
四
ヽ

六
十
三
ヽ 

五
十
五
ヽ 

陸
馬

御 

雲
牙

石
鯨 

雲
牙 

馬
隠 

 

四
十
五
ヽ   

 

四
十
八
ヽ 

梅
足

     
 

御 

六
十
九
ヽ 

五
十
六
ヽ 

冬
英

御 

馬
隠 

 

五
十
六
ヽ

 

 

環
川
子

」
81
ウ 

 

渋
谷
持

七
評 

子
鷹

李
岱

百
珉 

雙
鳬

朱
明

東
禹 

春
色

 

百
聲

六
句
言 

南
部
坂
持 

七
評

環
川
持 

兊
堂

崑
山

紀
逸

百
化

 

為
大

陸
馬

佛
外

 

冨
屋

」
82
オ 

白
か
り
し 

秋
を
欺
く 

紅
葉
哉 

菊
貫

」
82
ウ 

律
や
調
ふ
る
鹿
の
引
聲 

文
机
に
よ
れ
は
い
つ
し
か
月
更
て 

塵
壷
の
塵
の
積
る
と
も
な
く 

勝
手
口
僕
か
願
に
明
直
し 

汲
く
ら
ぶ
れ
は
水
も
様
〳
〵 

草
鞋
の
跡
し
つ
か
り
と
霜
柱 

冬
へ
残
て
飛
ぬ
蜻
蛉

」
83
オ 

 

朱
明

東
㝢

子
鷹

李
岱

春
色

百
珉

双
鳬

兊
堂

崑
山

為
大

陸
馬

佛
外

冨
屋

紀
逸

百
化
」（
付
箋
） 

 

一 

一 

七 

五 

五 

七 

五

五 

七 

五 

十 

七 

五 

五 

七 

薮
ひ
と
へ
越
て
も
近
い
機
の
音

 

芦
風 

五 

五 

七 

二 

七 

五 

五 

三 

一 

三 

七 

三 

九 

一 

十 

茶
て
茶
て
も
な
し
別
荘
の
実

 

梅
足 

七 

十 

十
二

一

二

二

一

五

一

五

一

二

一

一

一 

飼
猿
の
年
か
よ
る
程
持
餘
し

     

立
葵 

三 

一

一 

七 

一

一 

一 

十
七 

一 

五 

一 

一 

五 

一 

似
合
ぬ
眉
を
夢
助
て
い
る

       

環
川 

五 

五 

一 

二 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

一

一 

十  

三 

五 

屋
根
舟
の
三
絃
箱
に
座
か
崩
れ

     

菊
貫 

十
三   

二 

一 

七 

一

一 

十
二  

五 

七 

七 

一 

五 

一 

一 

五 

今
立
川
鷺
の
む
つ
か
し
い
首

       

春
珉 

五 

一 

七 

一 

十 

七 

一 

三 

一 

五 

十   

一 

一 

一 

三 

雪
に
其
力
を
見
せ
し
豊
後
竹

     

如
圭
」
83
ウ 

十 

十
五 

一 

十
五 

一 

一 

五 

一 

七 

一 

三 

十
五 

一 

七 

七 

中
庭
遠
く
判
取
の
声

       

湖
遊 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

涼
し
さ
ハ
月
形
の
窓
ふ
き
抜
て

     

フ 

一 

七 

一 

一 

五 

十 

五 

一

五 

七 

五 

一 

一 

一 

一 

世
を
捨
人
か
浮
む
せ
の
一

       

杵
十 

一 

三 

一 

一 

一 

三 

一 

十 

一 

一 

七 

五 

七 

五 

一 

印
寵
に
已
生
ル

金
か
鳴
て
居
る 

       

子
弦 

二
十 

二
十 

十 

五 

十
五

一 

二 

三 

七

五 

七 

七 

十 

五 

七 

五 

見
せ
馬
の
歯
を
い
ぢ
る
親
指         

欺
雪 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

風
請
る
羽
織
に
掛
る
花
の
枝 

    

フ 

五 

一

一 

一

一 

一

一 

一

七 

一

一 

一

一 

一

一 

軒
へ
さ
わ
つ
て
大
凧
の
足           

フ
」
84
オ 

二

二
十

二
十 

一 

七 

二
十 

七 

七 

五 

七 

五 

五 
三

七 

五 

七 

十 

十
五 

涅
槃
會
の
留
守
頼
ま
れ
て
肘
枕         

梨
東 

三 

二 

五 

三 

二 

一 

一 

七

一 

十 

一 

七 
八 
十 
七 

水
も
豆
腐
も
か
わ
る
洛
外

 
芦
風 

七 

五 

一 

五 

一 

五 

三 

五 

七 

七 

五 

七 

一 

十
三 
十 

と
ふ
見
て
も
産
た
と
見
へ
ぬ
女
房
ニ

て

環
川 

一 

一 

一 

七 

一 

三 

一 

一 

一 

五 

一 

五 

一 

五 

一 

手
利
の
く
せ
に
針
嫌
ひ
な
り

梅
足 

一 

一 

一 

一 

三 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

七 

十 

七 

十
八 

小
燈
の
木
未
を
渡
る
離
れ
家

立
葵 

五 

三 

一 

二 

一 

一 

一 

五 

七 

七 

五 

十 

五 

五 

一 

裸
て
名
乗
る
温
泉
場
の
近
付

梨
東 

十
五 

一 

一 

一 

二 

五 

三 

十
三 

一 

七 

一 

五 

一 

一 

七 

世
渡
り
も
安
く
生
海
鼠
の
鰭
も
な
し  

如
圭
二

」
84
ウ 

一 

二 

一 

五 

十 

五 

五 

一

五 

十 

一 

一 

五 

一 

一 

機
嫌
の
内
に
返
す
生
酔    

春
眠
二 

一 

五 

五 

二
十 

三 

七 

一 

三 

五 

三 

十 

七 

七 

五 

七 

夕
日
指
す
日
吉
祭
の
引
残
り

  

湖
遊
二 

五 

五 

一 

一 

一 

一 

五 

十 

十
五 

一 

一 

一 

一 

一

三 

又
か
く
い
れ
る
お
ぶ
い
子
の
だ
ゝ  

環
川

 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

三 

一 

一 

一 

一 

一 

半
分
は
笑
ひ
に
戻
る
風
車

  

芦
風 

一 

三 

一 

一 

一 

二 

一 

一 

一 

一 

一 

二 

一 

一 

五 

柚
子
は
匂
へ
と
と
ぶ
ろ
く
の
寺

   

立
葵 

一 

一 

一 

三 

五 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

十
五 

一 

閲
伽
桶
に
見
ぬ
月
影
の
い
と
澄
て

 

フ 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

西
と
東
を
鳴
分
る
虫 

        

フ
」
85
オ 

二
ウ 

十
三

十

一

七

一

三

七

七

十
七

一

一

八

二

五

連
の
き
れ
二
人
か
ふ
た
り
鼻
緒
摺
れ  

菊
貫 

一 

五 

一 

一 

七 

十

一 

一 

七 

七 

一 

一 

一 

七 

三

 

美
女
名
残
な
り
た
ゝ
て
な
い
腹

    

杵
十 

 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

五 

一

抹
香
嗅
い
寺
の
請
取

六

馬
隠 

十 
一 

一 

一 

七 

三 

十
五 

五 

一

七 
桜
見
に
寄
一
群
も
さ
く
ら
に
て

六

雲
和 

三 

一 

一 
七 
十 

一 

三 

一 

十 

一

大
生
酔
の
足
に
陽
炎

七

公 

二
十
五 

一 

三 

七 

一 

三 

三 

七 
五 
十
五 

三 

年
礼
か
残
ら
す
済
て
实
に
春

七

雲
牙 

一 

一

一 

一 

一 

一 

一

一 

七 
一 

湯
屋
て
誼
譁
の
将
棋
初
ま
る

八

立
葵 

（
点
ナ
シ
） 

ふ
ら
〳
〵
と
煙
管
く
ら
へ
て
暮
の
月 

（
点
ナ
シ
） 

お
と
け
つ
る
み
に
秋
の
賑

」
78
オ 

三
ウ 

五 

七 

一 

十
五 

十 

七 

十 

十
三 

五 

五 

傾
城
の
栁
散
に
ハ
氣
も
付
か
す

九

立
葵 

一 

二 

一 

七 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

実
間
に
合
ぬ
う
わ
の
空
炷

七

雲
和

 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

仮
名
傳
受
雤
の
日
す
か
ら
垂
込
て

七

梅
足 

一 

一 

一 

一 

一 

一

一 

一 

一 

一 

終
ひ
鼻
の
先
能
馴
れ
し
鴨

 

七

川
子 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

七 

七 

蒟
蒻
を
行
徳
彼
岸
に
置
忘
れ

七

馬
隠 

一 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

五 

一 

一 

剃
る
髪
を
た
に
持
ぬ
疥
癩

ヤ
ツ
ク
ヒ

八

雲
牙 

一 

十

一 

一 

一 

五 

五 

五 

五 

五 

跂 

は
ね
馬
に
ど
つ
と
市
場
の
人
な
た
れ    

八

公
」
78
ウ 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一

取
揚
婆
ら
の
通
る
懸
声

          
 

八

梅
足 

一 

一 

一

三 

七 

一 

一

五 

七 

一 

さ
な
き
た
に
お
も
き
か
上
の
宮
仕
ひ        

 

八

雲
和 
 

一 

十
五 

五 

五 

五 

一 

一 

五 

七 

一 

酔
た
と
見
へ
て
帯
の
空
解

         
  

九

立
葵 

 

一 

一 

一 

一 

一 

三 

七 

五 

七 

七 

鶴
の
羽
の
浮
し
伽
藍
の
手
洗
鉢

     

八

川
子 

七 

一 

十 

一 

一

一 

七 

五 

七 

三 

玉
眼
す
こ
き
開
山
の
像

          

八

馬
隠 

（
点
ナ
シ
） 

ふ
り
向
す
月
う
つ
む
け
は
花
の
雪 

（
点
ナ
シ
） 

糸
遊
高
し
塀
の
嬬
板

」
79
オ 

ナ

二
十
五 

一 

十 

一 

一 

一 

五 

五 

十 

十 

五 

乗
初
の
馬
場
勇
ま
し
く
睾
丸
鳴
り
て 

九

梅
足 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

七 

一 

優

ど
ら
も
諸
藝
も
増
る
御
次
男 

九

公 

五
十 

一 

五 

五 

一 

三 

十
五 

七 

一 

五 

十 

よ
し
原
も
三
千
坊
の
一
構

九

雲
牙 

五 
七 

三 

一 

一 

一 

一 

七 

十
五 

一 
冨
貴
を
分
て
貰
ふ
嗄
井
戸

 

九

川
子 

一 

一 

一 
五 
十
三 

一 

一 

一 

一 

五 

夏
来
ん
と
言
し
計
に
青
簾 

二
十 

一 

三 

一 

一 

一 

一 

一 
七 
十

一 

文
鰭
魚 

い
や
そ
ふ
に
喰
ふ
乳
母
の
飛
魚  

九

馬
隠 

三 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 
一 

我
侭
を
い
わ
せ
て
翌
も
神
参

      

十
一

「
立
葵
」
79
ウ 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

鍬
を
入
る
と
祟
る
旧
跡

  
        

 

十

雲
和

 

一 

五 

一 

一 

一 

一 

五 

十
五 

七 

一 

日
土
圭
に
一
寸
と
遠
馬
の
鞭
立
て     

十

公 

一 

七 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

勅
使
の
御
宿
塩
迄
も
ふ
る

     

十

雲
牙 

 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

五 

七 

一 

南
氣
に
有
平
糖
の
躰
た
ら
く

十

川
子 

                  

二
十
五 

五 

七 

七 

十
八 

十
八 

五 

十 

五 

七

五 

夫
婦
別
有
り
箱
入
の
雛

    
 

十

馬
隠 

（
点
ナ
シ
） 

打
寄
て
文
讀
て
い
る
朧
月 

一 

一

七 

一 

一 

一 

一 

十
八 

三 

三 

あ
ま
り
利
た
も
ひ
よ
ん
な
治
聾
酒   

十

梅
足
」
80
オ 

ナ
ウ 

一 

七 

七 

七 

七 

五

七 

七

七 

七

不
沙
汰
し
た
言
分
に
な
を
連
て
来
て   

十
一

「
川
子 

 

二
十 

一 

三 

七 

七 

七 

十 

三 

七 

七 

五 

冨
士
か
ら
先
へ
見
せ
る
新
宅    

十
一

「
公 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

剃
髪
の
物
好
替
る
頭
陀
袋

   

十
一

「
馬
隠 

一 

一 

十
五 

一 

一 

七 

一 

三 

三 

五 

牛
に
乗
て
は
暑
い
夏
の
日

    

十
一

「
雲
牙 

一 

ム 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

五

一 

閑
古
鳥
心
筑
紫
も
筆
の
艶

    

十
一

「
雲
和 

一 

ム 

七 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

物
に 

か
ら
り
の
独
旅
す
る      

十
一

「
梅
足 

三

   
 

二 

五 

色
と
香
を
か
た
み
に
花
の
品
定 

賑
わ
ふ
門
の
（
ト
ジ
目
固
く
判
読
不
能
）

」
80
ウ 

  
 

五
十
九
点 

三
十
三
点

六
十
三
点 

□
□ 

隺
山
子 

立
葵 

馬
隠  

升
来
子 

御

立
葵  

二
十
六
ヽ         

四
十
一
ヽ 

環
川
子     

馬
隠 

百
十
三
ヽ

五
十
四
ヽ

 

六
十
二
ヽ 

三
十
九
ヽ 

冬
央
子 

雲
牙 

立
葵

隺
媛
子 

御   

雲
和 

四
十
九
ヽ 

  

三
十
九
ヽ

   

梅
足

 
  

 

雲
牙 
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五
十
八
ヽ

四
十
八
ヽ 

亀
文
子 

雲
牙 

御 
 

三
十
五
ヽ 

       
 

馬
隠

」 

81
オ 

七
十
六
ヽ
三
十
五
ヽ

  

八
十
七
ヽ 

六
十
八
ヽ 

宝
井 

雲
牙 
立
葵

為
大 

御 

馬
隠 

 

三
十
九
ヽ

 

五
十
四
ヽ 

環
川
子    

立
葵 

 

五
十
五
ヽ 

五
十
四
ヽ

六
十
三
ヽ 

五
十
五
ヽ 

陸
馬

御 

雲
牙

石
鯨 

雲
牙 

馬
隠 

 

四
十
五
ヽ   

 

四
十
八
ヽ 

梅
足

     
 

御 

六
十
九
ヽ 

五
十
六
ヽ 

冬
英

御 

馬
隠 

 

五
十
六
ヽ

 

 

環
川
子

」
81
ウ 

 

渋
谷
持

七
評 

子
鷹

李
岱

百
珉 

雙
鳬

朱
明

東
禹 

春
色

 

百
聲

六
句
言 

南
部
坂
持 

七
評

環
川
持 

兊
堂

崑
山

紀
逸

百
化

 

為
大

陸
馬

佛
外

 

冨
屋

」
82
オ 

白
か
り
し 

秋
を
欺
く 

紅
葉
哉 

菊
貫

」
82
ウ 

律
や
調
ふ
る
鹿
の
引
聲 

文
机
に
よ
れ
は
い
つ
し
か
月
更
て 

塵
壷
の
塵
の
積
る
と
も
な
く 

勝
手
口
僕
か
願
に
明
直
し 

汲
く
ら
ぶ
れ
は
水
も
様
〳
〵 

草
鞋
の
跡
し
つ
か
り
と
霜
柱 

冬
へ
残
て
飛
ぬ
蜻
蛉

」
83
オ 

 

朱
明

東
㝢

子
鷹

李
岱

春
色

百
珉

双
鳬

兊
堂

崑
山

為
大

陸
馬

佛
外

冨
屋

紀
逸

百
化
」（
付
箋
） 

 

一 

一 

七 

五 

五 

七 

五

五 

七 

五 

十 

七 

五 

五 

七 

薮
ひ
と
へ
越
て
も
近
い
機
の
音

 

芦
風 

五 

五 

七 

二 

七 

五 

五 

三 

一 

三 

七 

三 

九 

一 

十 

茶
て
茶
て
も
な
し
別
荘
の
実

 

梅
足 

七 

十 

十
二

一

二

二

一

五

一

五

一

二

一

一

一 

飼
猿
の
年
か
よ
る
程
持
餘
し

     

立
葵 

三 

一

一 

七 

一

一 

一 

十
七 

一 

五 

一 

一 

五 

一 

似
合
ぬ
眉
を
夢
助
て
い
る

       

環
川 

五 

五 

一 

二 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

一

一 

十  

三 

五 

屋
根
舟
の
三
絃
箱
に
座
か
崩
れ

     

菊
貫 

十
三   

二 

一 

七 

一

一 

十
二  

五 

七 

七 

一 

五 

一 

一 

五 

今
立
川
鷺
の
む
つ
か
し
い
首

       

春
珉 

五 

一 

七 

一 

十 

七 

一 

三 

一 

五 

十   

一 

一 

一 

三 
雪
に
其
力
を
見
せ
し
豊
後
竹

     

如
圭
」
83
ウ 

十 
十
五 
一 

十
五 

一 

一 

五 

一 

七 

一 

三 

十
五 

一 

七 

七 
中
庭
遠
く
判
取
の
声

       

湖
遊 

一 

一 

一 

一 
一 
一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

涼
し
さ
ハ
月
形
の
窓
ふ
き
抜
て

     

フ 

一 

七 

一 

一 

五 

十 

五 
一

五 

七 

五 

一 

一 

一 

一 

世
を
捨
人
か
浮
む
せ
の
一

       

杵
十 

一 

三 

一 

一 

一 

三 

一 

十 

一 
一 
七 
五 

七 

五 

一 

印
寵
に
已
生
ル

金
か
鳴
て
居
る 

       

子
弦 

二
十 

二
十 

十 

五 

十
五

一 

二 

三 

七

五 

七 

七 

十 
五 
七 

五 

見
せ
馬
の
歯
を
い
ぢ
る
親
指         
欺
雪 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

風
請
る
羽
織
に
掛
る
花
の
枝 

    

フ 

五 

一

一 

一

一 

一

一 

一

七 

一

一 

一

一 

一

一 

軒
へ
さ
わ
つ
て
大
凧
の
足           

フ
」
84
オ 

二

二
十

二
十 

一 

七 

二
十 

七 

七 

五 

七 

五 

五 

三

七 

五 

七 

十 

十
五 

涅
槃
會
の
留
守
頼
ま
れ
て
肘
枕         

梨
東 

三 

二 

五 

三 

二 

一 

一 

七

一 

十 

一 

七 

八 

十 

七 

水
も
豆
腐
も
か
わ
る
洛
外

 

芦
風 

七 

五 

一 

五 

一 

五 

三 

五 

七 

七 

五 

七 

一 

十
三 

十 

と
ふ
見
て
も
産
た
と
見
へ
ぬ
女
房
ニ

て

環
川 

一 

一 

一 

七 

一 

三 

一 

一 

一 

五 

一 

五 

一 

五 

一 

手
利
の
く
せ
に
針
嫌
ひ
な
り

梅
足 

一 

一 

一 

一 

三 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

七 

十 

七 

十
八 

小
燈
の
木
未
を
渡
る
離
れ
家

立
葵 

五 

三 

一 

二 

一 

一 

一 

五 

七 

七 

五 

十 

五 

五 

一 

裸
て
名
乗
る
温
泉
場
の
近
付

梨
東 

十
五 

一 

一 

一 

二 

五 

三 

十
三 

一 

七 

一 

五 

一 

一 

七 

世
渡
り
も
安
く
生
海
鼠
の
鰭
も
な
し  

如
圭
二

」
84
ウ 

一 

二 

一 

五 

十 

五 

五 

一

五 

十 

一 

一 

五 

一 

一 

機
嫌
の
内
に
返
す
生
酔    

春
眠
二 

一 

五 

五 

二
十 

三 

七 

一 

三 

五 

三 

十 

七 

七 

五 

七 

夕
日
指
す
日
吉
祭
の
引
残
り

  

湖
遊
二 

五 

五 

一 

一 

一 

一 

五 

十 

十
五 

一 

一 

一 

一 

一

三 

又
か
く
い
れ
る
お
ぶ
い
子
の
だ
ゝ  

環
川

 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

三 

一 

一 

一 

一 

一 

半
分
は
笑
ひ
に
戻
る
風
車

  

芦
風 

一 

三 

一 

一 

一 

二 

一 

一 

一 

一 

一 

二 

一 

一 

五 

柚
子
は
匂
へ
と
と
ぶ
ろ
く
の
寺

   

立
葵 

一 

一 

一 

三 

五 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

十
五 

一 

閲
伽
桶
に
見
ぬ
月
影
の
い
と
澄
て

 

フ 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

西
と
東
を
鳴
分
る
虫 

        

フ
」
85
オ 

二
ウ 

十
三

十

一

七

一

三

七

七

十
七

一

一

八

二

五

連
の
き
れ
二
人
か
ふ
た
り
鼻
緒
摺
れ  

菊
貫 

一 

五 

一 

一 

七 

十

一 

一 

七 

七 

一 

一 

一 

七 

三

 

美
女
名
残
な
り
た
ゝ
て
な
い
腹

    

杵
十 
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一 

一 

十

七 

五 

五 

十
五 

三 

五 

七 

五 

一 

一 

五 

七 

留
守
問
ふ
た
證
拠
芭
蕉
に
狂
歌
し
て     

梅
足
五 

二
十

  

二
十 

一 

一 

一 

十 

一 

一 

一 

十 

一 

五 

一 

一 

一 

七 

七 

貧
に
せ
ま
れ
と
为
ハ
重
ね
じ

   

「
環
川
六 

 三 

七 

七 

三 

一 

三 

二 

五 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

今
入
の
梵
論
手
の
あ
れ
る
計
也

  

「
梨
東
六 

一 

一 

一 

二 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

三

一 

三 

一 

橋
を
越
れ
は
違
ふ
家
並

         

フ

」
89
オ 

ナ
ウ 

七 

十 

五 

七 

三 

十 

十 

五 

十 

七 

五 

十
八 

一 

五 

八 

五 

一 

船
頭
も
合
点
雪
見
の
出
来
心   

菊
貫
五 

五 

五 

一 

三 

五 

二 

一 

一 

一 

七 

一 

十
五 

十

七 

一

 

妻
に
ま
か
せ
て
内
は
濟
茶
屋    

「
杵
十
六 

一 

一 

一 

一 

五 

七 

一 

一 

一 

七 

一 

一

一 

一 

一 

恋
知
り
を
相
手
に
う
か
と
酒
の
数

  

「
梅
足
六 

一 

一 

一 

一

一 

二 

一 

五 

一 

一 

五 

一 

五 

一 

十 

火
入
に
ぽ
ち
り
星
の
よ
ふ
な
火

    

フ 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

三 

七 

一 

一 

一 

一 

一 

子
に
一
夜
鼠
に
一
夜
黒
羽

  

「
菊
貫
六 

一 

一 

七 

五

一 

一 

一 

七 

一 

一 

五 

五 

一 

一 

五 

旅
寐
の
夢
も
お
か
し
新
宅

      

フ 

一 

二 

一 

三 

一 

五 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

二 

一 

花
深
き
窓
に
艶
な
る
調
も
の

      

フ
」
89
ウ 

一 

ム 

一 

一 

ム 

ム 

ム 

一 

一 

ム

ム 

一

一 

一 

ム 

立
舞
蝶
も
ね
た
き
羽
の
あ
や 

 

青
山
持 

朱
明
判

春
眠

斯
雪

如
圭 

東
宇
ヽ

菊
貫

春
眠

湖
遊 

子
鷹
ヽ

梨
東

芦
風

如
圭 

李
岱
ヽ

斯
雪

湖
遊

春
眠 

春
色
ヽ

菊
貫

湖
遊

立
葵

」
90
オ 

百
珉
ヽ

梅
足

如
圭

杵
十

 

双
鳬
ヽ

春
眠

梅
足

湖
遊

 

南
部
坂
持 

兊
堂
判

環
川

斯
雪

子
弦

 

嵐
山
ヽ

梨
東

春
眠

立
葵

」
90
ウ 

為
大
ヽ

環
川

春
眠

梅
足 

陸
馬
ヽ

斯
雪

如
圭

梅
足 

佛
外
ヽ

子
弦

春
眠

湖
遊 

冨
屋
ヽ

菊
貫

春
眠

湖
遊 

紀
逸
ヽ

環
川

杵
十

芦
風 

 

環
川
持 

百
花
ヽ

立
葵

湖
遊

如
圭

」
91
オ 

 

青
山 享

和
三
亥
十
月
七
日
開
巻 

南
部
坂 

同

十
月
十
日
開
巻 

 

菊
貫

三
巻

子
弦
一
巻 

環
川

三
ヽ

立
葵
一
ヽ 

斯
雪

二
ヽ 

梨
東

二
ヽ 

春
眠

二
ヽ 

梅
足

一
ヽ

」
91
ウ 

 

（
白
紙
）
」
裏
見
返
し

 
 

  

付
記 

○
発
句
・
付
句
の
右
に
付
し
た
の
は
宗
匠
（
点
者
）
が
つ
け
た
点
数
で
あ
る
。
こ
の
巻
も
『
菊
畠
』
の
多
く
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
八
句
が
終
わ
っ
た
各
巻
の
冒
頭
（
第
九
句
目
の
右

横
に
付
箋
を
つ
け
て
、
立
て
並
び
に
宗
匠
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
点
数
は
、
そ
の
宗
匠
（
点
者
）
順
で
あ
る
。 

○
連
句
中
の
署
名
「
御
」
「
公
」
と
の
み
記
す
の
は
、
「
御
殿
様
」
「
菊
貫
公
」
で
菊
貫
（
幸
弘
）
の
こ
と
、
「
環
川
子
」
を
「
川
子
」
と
略
記
す
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
「
フ
」
は
、
「
執

筆
」
の
略
、
な
お
、
詠
句
者
の
署
名
が
な
い
も
の
は
、
執
筆
が
詠
ん
だ
句
と
見
ら
れ
る
。 

○
漢
字
の
表
記
は
、
同
じ
巻
の
同
一
人
で
も
異
な
る
表
記
（「
鶴
林
」
「
寉
林
」
な
ど
）
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
原
末
の
ま
ま
と
し
た
。 

○
連
句
中
の
署
名
に
十
一

「
馬
隠

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
馬
隠
が
詠
ん
だ
句
の
十
一
句
目
を
意
味
し
て
い
る
。
他
も
同
様
で
あ
る
。 

○
記
号
ら
し
き
「
ム
」
や
「
△
」
に
つ
い
て
は
朩
詳
。 

 

一 

七 

七 

五 

一 

一 

一

一 

一 

七 

二 

三 

一 

一 

一 

光
陰
の
矢
落
込
合
年
の
市

     
 

梨
東 

五 
十
八 

一 

二 

一 

五 

七 

七 

五 

一 

一 

五 

七 

一 

一 
蕎
麦
屋
の
や
く
み
大
打
箱
め
く    

  

春
眠
三 

一 

一 

一 
十
三 

五 

一 

一 

一 

一 

一 

十
五 

一 

五 

一 

一 

物
狂
ひ
誰
が
教
へ
て
笹
の
段

   
 

斯
雪
二 

三 

一 

一 

二 

五 
七 
一 
一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一

 

霧
の
籬
の
中
に
木
樨

        

如
圭
三

 

一 

一 

一 

一 

一

一 

一 

一 
一 
一 

一 

一

一 

一 

一 

遠
く
に
は
犬
の
声
し
て
暮
の
月

      

フ
」
85
ウ 

一 

七 

五 

十 

一 

五 

五 

七 

五 

一 

五 
五 
五

一 

五 

肌
寒
く
寐
る
保
土
ヶ
谷
の
宿        
子
絃
二 

七 

十
二 

一 

十
八 

五 

五

五 

十
三 

十
五 

七 

一 
十 
一 

一 

七  

藁
灰
に
焼
餅
し
つ
む
杵
の
音

      
春
眠
四 

一 

五 

一 

二 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

十 

二 

七 

一 

一 

下
錠
口
に
遊
ふ
部
屋
方

        

斯
雪
三 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

五 

一 

一 

五 

一 

一 

一 

惜
け
な
く
裁
て
投
出
す
甚
三
紅
絹      

四

湖
遊 

五

 

一 

一 

七 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

さ
ら
り
と
分
る
物
の
言
取

        

フ 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

花
は
又
夕
に
栄
へ
て
川
の
際

      

フ 

一 

一 

一 

一 

五 

二 

一 

五 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

春
雤
晴
て
大
石
の
艶

        

フ

」
86
オ  

三 五 

五 

一 

二 

十 

十
五 

五 

十
五 

十 

七 

七 

五 

一 

一 

萬
歳
の
御
本
を
娵
か
馬
鹿
に
し
て      

立
葵 

一 

二 

一 

一 

五 

五 

一 

十
五 

一

七 

一 

七 

七 

三 

一

 

聾
煙
管
の
靨
入
ら
せ
る

        

環
川

十
五 

十 

七 

五 

七 

五 

一 

五 

一 

一 

十
五 

一 

五 

七

一 

十 

荷
ハ
は
ね
て
放
た
小
荷
駄
紐
た
ら
け    

春
眠
五 

七 

七 

七 

二 

一 

一 

七 

五 

七 

七 

五 

七 

五 

十 

一 

名
所
を
木
履
て
廻
る
川
留

      

如
圭
四 

一 

三 

一 

一 

一

五 

一 

三 

五 

五 

一 

十 

一 

一 

一 

権
兵
衛
ハ
餅
七
兵
衛
は
酒
と
そ
げ

    

子
弦
三 

七 

一 

一 

五 

一 

一 

一 

五 

一 

三 

一 

二 

一 

一 

一 

打
懸
た
碁
に
さ
め
る
居
風
呂

      

斯
雪
四 

五 

五 

一 

十 

十
五 

三

五 

三 

七 

七

七 

二

八 

五 

三 

か
ふ
持
て
行
と
教
て
遣
る
牡
丹        

湖
遊
四

」
86
ウ 

七 

五 

一 

一 

一 

七 

一 

七 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

日
に
買
物
の
た
へ
ぬ
耳
た
ぶ

  

フ 

一 

一 

五 

一 

一 

五 

一 

壱 

一 

一 

五 

一

一 

一 

五 

其
癖
に
年
々
籠
も
建
た
し
て

杵
十 

一 

二 

十
五 

二 

二 

一 

二 

一 

五 

五 

五 

五 

一 

三 

一 

駿
河
泊
の
不
二
を
見
る
夢

芦
風 

一 

七 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

七 

一 

一 

阿
蘭
陀
に
打
て
か
わ
つ
た
雛
の
旅 

菊
貫
四 

五 

一 

七 

七 

十 

五 

五 

一 

一 

七 

一 

五 

一 

一 

五 

一

 

き
の
ふ
の
桜
駕
龍
に
し
を
れ
る 

斯
雪
五 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

三 

一 

一

一 

一 

一 

朝
の
月
蛙
か
鳴
て
か
し
ま
し
き

 

フ 

○三  

○三  

○三 

○三 

○三 

○三

○三 

○三 

○三 

○三 

○三 

○九 

○七 

○三 

○三 
○二 
稲
荷
計
か
出
か
わ
ら
す
す
む

子
弦
四

」
87
オ 

三
ウ 

五 

三 

一 
五 
十 

五 

一 

一 

七 

三 

一 

一 

七

七 

一 

請
ら
れ
て
橋
の
名
多
く
覚
兼

 

立
葵 

三 

七 

一 

五 

五 
三 
一 
七 

五 

七 

一 

五 

一 

七 

一 

諠
譁
を
割
て
通
る
難
波
女

 

芦
風 

二 

一 

一 

五 

五 

五 

一 

五 
一 
一 

一 

一 

五 

三 

七 

夜
芝
居
の
蝋
に
は
も
ろ
き
雪
降
て 

如
圭
五 

一 

五 

一 

一 

一 

七 

一 

五 

一 

十
五 
一 
一 

二 

一 

一 

爰
そ
百
薬
ぐ
ひ
と
小
半
分

 
環
川
五 

五 

一 

一 

一 

五 

二 

一 

一 

十 

一 

一

一 

一 
五 
七 

不
受
不
施
の
畑
ハ
隣
も
手
を
附
す

「
立
葵
六 

一 

二 

七 

五 

十 

一 

一 

五 

五 

七 

一 

一 

七 

七 

三 

孝
子
の
門
に
立
と
ま
る
任

梨
東 

五 

五 

一 

一 

一 

五 

三 

一 

一 

一 

七 

七 

九 

三 

五 

傘
取
に
遣
れ
ハ
降
止
む
俄
雤 

「
芦
風
六

」
87
ウ 

七 

五 

一 

一 

一 

十
八 

一 

三 

一 

七 

一 

五 

一 

一 

一 

四
五
膳
喰
て
新
の
蕎
麦
の
時
宜

梅
足 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

一

一 

一 

一 

一 

一 

ま
だ
青
き
手
織
の
筵
月
栄
へ
て

フ 

十 

五 

五 

七 

一 

一 

一 

一 

一 

十 

一 

五 

五 

十
五 

一 

母
は
恥
し
そ
う
な
関
取

杵
十
四 

七 

七 

一 

五 

七 

七 

五 

五 

五 

七 

十
五 

五 

五 

一 

一 

斎
僧
を
送
る
木
曽
路
の
盲
馬

梅
足
四 

一

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

五 

五 

留
屋
淋
し
き
昼
の
行
燈

梨
東
五 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

南
か
ら
そ
ろ
〳
〵
花
の
笑
ひ
顔

フ 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

障
子
明
れ
ハ
庭
の
陽
炎

フ

」
88
オ 

ナ

 

二
十 

五 

一 

七 

七 

二 

十 

一 

一 

七 

一 

五 

五 

九 

七 

七 

鶯
も
春
を
撰
ミ
に
京
へ
出
て

「
如
圭
六 

十 

五 

一 

七 

七 

一 

一 

十 

十
八 

五 

一 

五 

十
八 

八 

十 

十
五 

縫
の
下
繪
を
頼
る
ゝ
聟

「
欺
雪
六 

三 

五 

一 

五 

一 

七 

三 

五 

一 

七 

一 

七 

五 

一 

一 

立
聞
の
片
方
つ
ゝ
は
休
む
足

子
弦
五 

十
八

一

一

一

五

三

七

一

五

一

一

十
三

一

一

一 

桶
の
溢
れ
に
か
む
り
振
百
合

「
春
眠
六 

一 

一 

一 

一 

七 

十
三 

一 

五 

一 

七 

三

五 

五 

二

五 

尼
寺
の
垣
根
計
リ
は
男
結
ひ

湖
遊
五

 

一 

十
三 

五

二 

十
八 

一 

一 

五 

一 

七

七 

七

一 

五 

一 

鼻
か
ら
下
の
見
え
ぬ
笙
吹
キ

 

「
子
弦
六 

七 

十 

一 

一 

七 

一 

一

一 

一

十 

一 

五

七 

五 

七 

川
廣
し
舩
も
廻
れ
ハ
輪
を
乗
て        

「
湖
遊
六

」
88
オ 

五 

五 

一 

五

二
十 

十 

一

五 

一

一 

七

一 

十 

一 

一 

牽
頭
か
即
坐
猟
の
庖
丁

 
 

菊
貫
四 

五 

三 

一 

一 

一 

五 

三 

一 

七 

一 

三 

二 

一 

一 

一

 

牛
嶋
に
た
ら
〳
〵
秋
の
女
中
群
れ       

杵
十
五 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

月
と
見
る
迄
庵
の
丸
窓

 
       

 

フ 
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一 

一 

十

七 

五 

五 

十
五 

三 

五 

七 

五 

一 

一 

五 

七 

留
守
問
ふ
た
證
拠
芭
蕉
に
狂
歌
し
て     

梅
足
五 

二
十

  

二
十 

一 
一 
一 
十 

一 

一 

一 

十 

一 

五 

一 

一 

一 

七 

七 
貧
に
せ
ま
れ
と
为
ハ
重
ね
じ

   

「
環
川
六 

 三 

七 

七 

三 

一 
三 
二 
五 

一 

一 

一 

一 

五 

一 

一 

今
入
の
梵
論
手
の
あ
れ
る
計
也

  

「
梨
東
六 

一 

一 

一 

二 

一 

一 

一 

一 
一 
一 

一 

三

一 

三 

一 

橋
を
越
れ
は
違
ふ
家
並

         

フ

」
89
オ 

ナ
ウ 

七 

十 

五 

七 

三 

十 

十 

五 

十 

七 

五 

十
八 
一 
五 

八 

五 

一 

船
頭
も
合
点
雪
見
の
出
来
心   
菊
貫
五 

五 

五 

一 

三 

五 

二 

一 

一 

一 

七 

一 

十
五 

十

七 
一

 

妻
に
ま
か
せ
て
内
は
濟
茶
屋    

「
杵
十
六 

一 

一 

一 

一 

五 

七 

一 

一 

一 

七 

一 

一

一 

一 

一 

恋
知
り
を
相
手
に
う
か
と
酒
の
数

  

「
梅
足
六 

一 

一 

一 

一

一 

二 

一 

五 

一 

一 

五 

一 

五 

一 

十 

火
入
に
ぽ
ち
り
星
の
よ
ふ
な
火

    

フ 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

三 

七 

一 

一 

一 

一 

一 

子
に
一
夜
鼠
に
一
夜
黒
羽

  

「
菊
貫
六 

一 

一 

七 

五

一 

一 

一 

七 

一 

一 

五 

五 

一 

一 

五 

旅
寐
の
夢
も
お
か
し
新
宅

      

フ 

一 

二 

一 

三 

一 

五 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

一 

二 

一 

花
深
き
窓
に
艶
な
る
調
も
の

      

フ
」
89
ウ 

一 

ム 

一 

一 

ム 

ム 

ム 

一 

一 

ム

ム 

一

一 

一 

ム 

立
舞
蝶
も
ね
た
き
羽
の
あ
や 

 

青
山
持 

朱
明
判

春
眠

斯
雪

如
圭 

東
宇
ヽ

菊
貫

春
眠

湖
遊 

子
鷹
ヽ

梨
東

芦
風

如
圭 

李
岱
ヽ

斯
雪

湖
遊

春
眠 

春
色
ヽ

菊
貫

湖
遊

立
葵

」
90
オ 

百
珉
ヽ

梅
足

如
圭

杵
十

 

双
鳬
ヽ

春
眠

梅
足

湖
遊

 

南
部
坂
持 

兊
堂
判

環
川

斯
雪

子
弦

 

嵐
山
ヽ

梨
東

春
眠

立
葵

」
90
ウ 

為
大
ヽ

環
川

春
眠

梅
足 

陸
馬
ヽ

斯
雪

如
圭

梅
足 

佛
外
ヽ

子
弦

春
眠

湖
遊 

冨
屋
ヽ

菊
貫

春
眠

湖
遊 

紀
逸
ヽ

環
川

杵
十

芦
風 

 

環
川
持 

百
花
ヽ

立
葵

湖
遊

如
圭

」
91
オ 

 

青
山 享

和
三
亥
十
月
七
日
開
巻 

南
部
坂 

同

十
月
十
日
開
巻 

 

菊
貫

三
巻

子
弦
一
巻 

環
川

三
ヽ

立
葵
一
ヽ 

斯
雪

二
ヽ 

梨
東

二
ヽ 

春
眠

二
ヽ 

梅
足

一
ヽ

」
91
ウ 

 

（
白
紙
）
」
裏
見
返
し

 
 

  

付
記 

○
発
句
・
付
句
の
右
に
付
し
た
の
は
宗
匠
（
点
者
）
が
つ
け
た
点
数
で
あ
る
。
こ
の
巻
も
『
菊
畠
』
の
多
く
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
表
八
句
が
終
わ
っ
た
各
巻
の
冒
頭
（
第
九
句
目
の
右

横
に
付
箋
を
つ
け
て
、
立
て
並
び
に
宗
匠
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
点
数
は
、
そ
の
宗
匠
（
点
者
）
順
で
あ
る
。 

○
連
句
中
の
署
名
「
御
」
「
公
」
と
の
み
記
す
の
は
、
「
御
殿
様
」
「
菊
貫
公
」
で
菊
貫
（
幸
弘
）
の
こ
と
、
「
環
川
子
」
を
「
川
子
」
と
略
記
す
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
「
フ
」
は
、
「
執

筆
」
の
略
、
な
お
、
詠
句
者
の
署
名
が
な
い
も
の
は
、
執
筆
が
詠
ん
だ
句
と
見
ら
れ
る
。 

○
漢
字
の
表
記
は
、
同
じ
巻
の
同
一
人
で
も
異
な
る
表
記
（「
鶴
林
」
「
寉
林
」
な
ど
）
が
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
原
末
の
ま
ま
と
し
た
。 

○
連
句
中
の
署
名
に
十
一

「
馬
隠

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
馬
隠
が
詠
ん
だ
句
の
十
一
句
目
を
意
味
し
て
い
る
。
他
も
同
様
で
あ
る
。 

○
記
号
ら
し
き
「
ム
」
や
「
△
」
に
つ
い
て
は
朩
詳
。 
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